
は
じ
め
に

『
菅か
ん

家
須
け

す

磨
記
ま
の
き

』
と
い
う
作
品
は
「
菅
原
道
真
仮
託
の
紀
行

(

１)

」
と
さ
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
配
流
の
旅
の
紀
行
部
分
は
後
半
の
四
分
の
一
ほ
ど
に
過
ぎ
ず
、

大
部
分
は
失
脚
に
至
る
過
程
と
都
を
離
れ
る
ま
で
の
間
の
道
真
の
心
境
描
写
や

周
辺
の
人
々
の
動
静
が
描
か
れ
て
い
る
。
終
始
一
人
称
で
記
さ
れ
、
道
真
自
記

の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
道
真
自
作
と
信
じ
ら
れ
珍
重
さ
れ
て
き
た
よ
う

だ
が
、
は
る
か
後
世
の
偽
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
文
章
は
古
体
を
装

っ
て
い
る
の
で
耳
慣
れ
な
い
表
現
が
目
立
ち
、
決
し
て
こ
な
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
さ
ら
に
転
写
過
程
で
の
乱
れ
も
加
わ
り
、
非
常
に
難
解
で
あ
る
。

伝
本
は
多
く
、
版
行
も
さ
れ
て
い
て
二
種
の
版
本
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら

は
あ
ま
り
流
布
し
た
形
跡
が
な
く
、
主
に
写
本
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
本
作
品
の

伝
来
過
程
を
知
る
た
め
に
も
、
ま
た
難
解
な
本
文
を
読
み
解
く
た
め
に
も
、
基

礎
的
研
究
と
し
て
の
諸
本
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
筆
者
は
か
つ
て
、
広
島
大
学

図
書
館
所
蔵
の
写
本
三
本
と
、
故
稲
賀
敬
二
先
生
蔵
本
二
本
（
写
本
一
本
・
版
本

一
本
）
の
五
本
を
取
り
上
げ
て
対
校
本
を
作
成
し
た
こ
と
が
あ
る

(

２)

。
ま
た
、
本

文
を
二
十
八
の
小
節
に
分
け
て
か
な
り
詳
細
な
注
釈
を
記
し
た
伝
本
が
二
本

（
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
南
部
家
本
・
北
海
学
園
大
学
蔵
北
駕
文
庫
本
）
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
の
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
本
を
翻
刻
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
る

(

３)

。
し

か
し
な
が
ら
、
諸
伝
本
の
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
は
そ
の
後
な
か
な
か
進
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
共
同
研
究
「
基
幹
研

究
（
Ａ
）・
王
朝
文
学
の
継
承
と
展
開
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
の
を
機
会
に
、
同
館
が
収
集
し
所
蔵
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
や
公
開

し
て
い
る
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
諸
伝
本
を
調
査
し
、
奥
書
に
よ
っ
て

伝
来
に
関
す
る
情
報
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
行
間
や
欄
外
へ
の
書
き
入
れ
に

よ
っ
て
本
文
の
読
解
に
資
す
る
情
報
を
得
よ
う
と
考
え
た
。『
菅
家
須
磨
記
』

そ
の
も
の
は
王
朝
文
学
と
は
と
う
て
い
言
え
な
い
が
、
王
朝
の
文
人
で
あ
る
道

真
に
仮
託
し
た
作
品
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
王
朝
文
学
の
後
世
に
お
け
る
展
開
の

一
様
相
を
示
す
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
よ
う
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
今
回
は
、
そ

の
第
一
歩
と
し
て
、
諸
伝
本
調
査
に
関
す
る
中
間
報
告
を
し
て
み
た
い
。

15

一

―
諸
伝
本
と
そ
の
奥
書
に
つ
い
て
〈
付
・
架
蔵
本
翻
刻
〉
―

妹
　
尾
　
好
　
信

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
菅
家
須
磨
記
・
須
磨
記
・
菅
原
道
真
・
偽
書
・
紀
行
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二

一
　
伝
　
　
本

本
書
の
書
名
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
伝
本
に
付
け
ら
れ
た
題
号
は
「
菅
家
須

磨
御
記
」「
菅
公
須
磨
の
御
記
」「
菅
丞
相
須
磨
御
記
」「
菅
丞
相
須
磨
之
記
」

「
菅
聖
廟
須
磨
記
」「
菅
神
須
磨
記
」「
須
磨
記
」「
須
磨
之
記
」「
菅
家
道
の
記
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。『
菅
家
須
磨
記
』
と
い
う
の
は
多
様
な
書
名
の
う
ち

の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、『
国
書
総
目
録
』『
古
典
籍
総
合
目
録
』『
国

文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
』
な
ど
が
掲
出
書
名
と
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

諸
伝
本
の
所
在
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
『
国
書
総
目
録
﹇
補
訂
版
﹈』
第
二
巻

（
平
成
元
年
　
岩
波
書
店
）
の
記
す
と
こ
ろ
を
掲
げ
る
。

'

菅
家
須
磨
記

一
冊
　
○別
菅
家
須
磨
御
記
・
菅
公
須
磨
の
御
記
・

菅
丞
相
須
磨
御
記
・
菅
聖
廟
須
磨
記
・
菅
神
須
磨
記
・
須
磨
記
・
須
磨
之
記

○類
紀
行
　
○写
国
会
（
中
古
叢
書
七
〇
）・
内
閣
（
一
冊
）（
壺
井
義
知
写
）・

静
嘉
（
二
部
）・
宮
書
（
一
冊
）（
片
玉
集
四
四
）・
宮
書
伏
見
（
江
戸
時
代

写
）・
学
習
院
・
九
大
（「
す
ま
の
記
」）（
壺
井
義
知
注
、
文
政
九
酒
井
吉
徳

写
）（
宝
暦
二
写
、
付
録
共
二
冊
）・
京
大
・
教
大
・
慶
大
（
二
部
）・
早

大
・
東
大
（
一
冊
）（
寛
保
三
写
）・
東
北
大
狩
野
（
寛
保
二
写
）・
名
大
皇
学

（
享
保
一
八
速
水
房
常
写
）・
大
阪
府
石
崎
（
明
和
六
小
林
嘉
内
写
）・
高
知
・

金
沢
市
加
越
能
（
富
田
景
周
校
本
）（
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
一
七
五
）・
刈

谷
・
鶴
舞
・
西
宮
（
天
保
六
写
）・
蓬
左
（
享
保
一
六
写
）・
北
野
・
高
野
山

宝
城
院
・
彰
考
・
鈴
鹿
・
多
和
・
茶
図
成
簣
（
安
永
九
写
）（
一
冊
）・
天
理

（
文
政
六
小
笠
原
清
寿
写
）・
旧
下
郷
　
○版
文
化
七
版
（
成
田
梅
甫
書
）―
岡

山
大
池
田
・
京
大
・
大
阪
府
石
崎
・
高
知
・
日
比
谷
東
京
・
岩
瀬
・
豊
橋
・
金

刀
比
羅
・
竹
柏
、
文
政
一
〇
版
―
東
大
洒
竹

右
の
よ
う
に
、
写
本
三
十
八
本
、
版
本
二
種
十
本
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
同
書
第
八
巻
（
平
成
二
年
　
岩
波
書
店
）「
補
遺
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

菅
家
須
磨
記

○写
宮
書
（「
須
磨
之
御
記
」、
松
嶋
日
記
と
合
、
烏
丸
光

栄
等
詠
和
歌
を
付
す
）・
岡
山
大
池
田
（
享
保
一
三
大
江
景
敦
写
）（「
北
野
聖
廟
須

磨
の
記
」、
明
和
六
土
肥
経
平
写
）・
京
女
大
（
享
保
二
〇
写
）・
教
大
（「
須

磨
記
伝
」）・
日
比
谷
諸
家
（「
須
磨
の
記
」、
安
永
二
写
）・
豊
橋
（
文
政
一
二

羽
田
野
敬
雄
写
、
遠
江
の
道
の
記
・
扶
桑
拾
葉
集
と
合
）（
榊
葉
日
記
と
合
）

（
一
冊
）・
神
宮
（「
聖
廟
須
磨
御
記
」、
享
保
一
九
写
）（「
聖
廟
須
磨
日
記
」、

安
永
五
写
）（「
聖
廟
須
磨
日
記
」）

○版
文
化
七
版
（
成
田
梅
甫
書
）―
岡
山
大
池
田
・
豊
橋

「
補
遺
」
に
は
写
本
十
二
本
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
版
本
二
本
が
削
除
さ

れ
て
い
る
た
め
、
差
し
引
き
し
て
、
同
書
で
は
、
写
本
五
十
点
・
版
本
二
種
八

本
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、『
国
書
総
目
録
』
の
続
編
で
あ
る
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
第
一
巻
（
平

成
二
年
　
岩
波
書
店
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

削
除

か
ん
け
す

ま
の
き
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三

菅
家
須
磨
記

一
冊
　
○別
菅
家
須
磨
御
記
・
菅
公
須
磨
の
御
記
・

菅
丞
相
須
磨
御
記
・
菅
聖
廟
須
磨
記
・
菅
神
須
磨
記
・
須
磨
記
・
須
磨
之
記

○類
紀
行
　
○叢
菅
家
集
の
内
　
○写
大
阪
女
子
大
（「
須
磨
之
記
」
一
冊
）・
佐

賀
大
小
城
鍋
島
（
一
冊
）・
射
和
（「
須
磨
記
」
一
冊
）・
太
宰
府
天
満
宮
（「
菅

丞
相
須
磨
之
記
」、
文
化
三
写
　
一
冊
）・
天
満
宮
（「
須
磨
の
記
」、「
菅
家

集
」
の
内
）（「
須
磨
記
」、
寛
保
元
沢
田
一
斎
写
　
一
冊
）（「
菅
家
須
磨
之

記
」
一
冊
）（
一
冊
、「
享
保
戊
申
之
仲
夏
廿
九
日
借
高
森
氏
蔵
本
所
謄
写
了

埴
鈴
家
蔵
」、「
享
保
乙
卯
四
月
廿
一
借
谷
川
氏
本
書
写
　
奚
疑
斎
」、「
奚
疑

主
人
携
此
聖
文
来
而
請
朱
於
余
勘
之
於
定
本
或
加
之
案
還
云
　
春
塘
（
多
田

義
俊
ノ
コ
ト
）」
と
奥
書
あ
る
本
の
写
　
林
宜
]
書
入
あ
り
）
○版
文
化
七
版

―
大
阪
女
子
大
（「
菅
家
須
磨
御
記
」
一
冊
）・
太
宰
府
天
満
宮
（「
菅
家
須

磨
御
記
」
一
冊
）・
天
満
宮
（「
菅
家
須
磨
御
記
」
一
冊
）

こ
の
よ
う
に
、
同
書
に
は
、
写
本
八
本
、
版
本
三
本
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
合
計
し
て
、
写
本
五
十
八
本
、
版
本
二
種
十
一
本
が
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

一
方
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
る
〈「
日

本
古
典
籍
総
合
目
録
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉（
平
成
十
九
年
八
月
現
在
）
に
よ
り
、

「
菅
家
須
磨
記
」
で
検
索
す
る
と
、
以
下
の
三
十
八
件
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。

１
　
須
磨
の
御
記
、
国
文
研
、
サ
５
―
20
、
写
、
１
冊

２
　
菅
丞
相
須
磨
之
記
、
北
海
学
園
北
駕
、
16
―
７
―
14
、
Ｆ
102
、
写
、

１
冊

３
　
菅
丞
相
須
磨
之
記
、
八
戸
図
南
部
―
南
一
五
―
二
一
一
、
写
、
文
化

五
、
二
六
・
五
×
一
九
・
九
、
１
冊

４
　
菅
丞
相
須
磨
之
記
、
八
戸
図
、
96
―
206
―
３
、
写
、
１
冊
、
Ｍ

５
　
筑
波
大
図
、
６
―
69
―
４
、
Ｆ
48
、
写
、
１
冊

６
　
須
磨
記
、
筑
波
大
図
、
６
―
144
―
３
、
Ｆ
73
、
写
、
１
冊

７
　
菅
家
須
磨
記
、
彰
考
館
、
32
―
370
―
６
、
写
、
１
冊

８
　
須
磨
記
、
早
大
古
白
、
ル
４
　
1603
、
写
、
１
冊

９
　
須
厂
の
記
、
書
陵
部
、
20
―
56
―
１
―
256
、
Ｊ
88
、
写
、
１
冊

10

須
磨
記
、
書
陵
部
、
20
―
452
―
９
、
写
、
１
冊

11

菅
家
須
磨
記
、
刈
谷
図
村
上
、
30
―
105
―
５
―
１
、
Ｆ
368
、
写
、

１
冊

12

菅
神
／
す
ま
き
、
名
古
屋
鶴
舞
図
、
89
―
191
―
７
、
写
、
１
冊

13

須
磨
記
、
名
大
皇
学
館
、
７
―
24
―
１
、
Ｆ
151
、
写
、
１
冊

14

聖
廟
御
記
／
須
磨
の
記
、
蓬
左
文
庫
、
48
―
68
―
５
、
Ｆ
225
、
写
、

１
冊

15

須
磨
の
記
、
蓬
左
文
庫
、
48
―
68
―
６
、
Ｆ
226
、
写
、
１
冊

16

須
磨
記
、
射
和
文
庫
、
Ⅵ
54
、
写
、
１
冊
、
二
七
・
五
×
一
九
・
八
㎝
、

11
丁

17

須
磨
記
、
射
和
文
庫
、
38
―
12
―
11
、
Ｋ
46
、
写
、
１
冊

18

須
磨
記
、
神
宮
文
庫
、
34
―
160
―
10
―
９
、
写
、
１
冊

19

菅
家
須
磨
御
記
、
京
大
大
惣
本
、
８
―
43
カ
11
、
刊
、
文
化
７
、
大
、

か
ん
け
す

ま
の
き
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四

１
帙
、
１
冊

20

須
磨
道
記
、
陽
明
文
庫
、
55
―
193
―
２
、
Ｆ
800
、
写
、
１
冊

21

須
磨
記
、
北
野
天
満
宮
、
１
―
０
―
16

宝
364
、
写
、
１
軸
、
三

三
・
一
×
七
四
六
・
〇
㎝

22

菅
公
須
磨
之
記
、
北
野
天
満
宮
、
１
―
０
―
17

カ
50
、
写
、
１
冊
、

二
七
・
二
×
一
九
・
八
㎝

23

菅
家
須
磨
御
記
、
北
野
天
満
宮
、
１
―
０
―
18

ス
７
、
刊
、
文
化

７
、
１
冊
、
二
六
・
七
×
一
八
・
八
㎝

24

須
磨
之
記
、
大
阪
女
大
図
、
915
・
５
　
Ｓ
４
、
写
、
大
、
１
冊

25

菅
家
須
磨
御
記
、
大
阪
女
大
図
、
914
・
５
　
Ｎ
５
、
刊
、
文
化
７
、
大
、

１
冊

26

須
磨
の
記
、
大
阪
天
満
宮
、
二
―
七
九
、
写

27

須
磨
記
、
大
阪
天
満
宮
、
三
―
三
、
写
、
寛
保
１
、
１
冊

28

菅
家
須
磨
之
記
、
大
阪
天
満
宮
、
三
―
四
、
写
、
１
冊

29

菅
家
須
磨
御
記
、
大
阪
天
満
宮
、
三
―
五
、
刊
、
文
化
７
、
１
冊

30

菅
家
須
磨
記
、
大
阪
天
満
宮
、
三
―
六
、
写
、
１
冊

31

菅
家
須
磨
乃
記
、
大
和
文
華
、
257
―
165
―
１
、
写
、
１
冊

32

菅
家
須
磨
記
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
特
殊
、
黒
Ｇ
220
、
写
、
天
保
２
、
１
冊

33

菅
家
須
磨
記
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
、
332
―
223
―
４
、
写
、
１
冊

34

須
磨
の
記
、
多
和
文
庫
、
271
―
84
―
８
、
Ｆ

1313
、
写
、
１
冊

35

菅
家
須
磨
記
、
佐
賀
大
鍋
島
、
〇
九
四
―
四
、
写
、
１
冊

36

〔
須
磨
の
御
記
〕、
相
愛
大
春
曙

37

須
磨
記
、
吉
永
登
、
ヨ
１
―
16
―
11
、
写
、
１
冊

38

須
磨
記
／
菅
家
、
土
佐
山
内
家
宝
資
、
99
―
128
―
１
、
写
、
１
冊

三
十
八
件
の
う
ち
、
３
と
４
、
16
と
17
、
32
と
33
は
同
一
本
の
重
複
な
の
で
、

実
際
は
三
十
五
本
で
、
う
ち
わ
け
は
写
本
が
三
十
一
本
、
版
本
が
四
本
で
あ
る

（
36
の
相
愛
大
春
曙
文
庫
蔵
本
は
写
・
刊
の
区
別
が
記
さ
れ
な
い
が
、『
春
曙
文
庫
目
録

（
和
装
本
編
）』（
平
成
五
年
　
相
愛
大
学
・
相
愛
女
子
短
期
大
学
図
書
館
）
に
よ
れ
ば
、

享
保
十
九
年
釈
氏
浄
慧
の
奥
書
を
持
ち
、『
松
嶋
日
記
』
と
合
冊
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
）。

『
国
書
総
目
録
』『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
記
載
さ
れ
な
い
本
も
十
数
本
含
ま
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
参
考
に
、
各
文
庫
・
図
書
館
の
蔵
書
目
録
を
も
参
照
し
、

そ
の
他
所
在
の
知
ら
れ
て
い
る
本
の
情
報
も
加
え
て
、
諸
伝
本
を
一
覧
す
る
と
、

現
在
の
と
こ
ろ
次
の
通
り
、
写
本
八
十
四
本
、
版
本
二
種
十
二
本
が
挙
げ
ら
れ

る
。
◎
印
は
実
見
調
査
し
得
た
本
、
○
印
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ま
た
は
紙
焼

写
真
に
よ
っ
て
調
査
し
た
本
、
□
印
は
所
蔵
機
関
の
蔵
書
目
録
に
よ
る
情
報
、

△
印
は
『
国
書
総
目
録
』・『
古
典
籍
総
合
目
録
』・「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
」

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に
よ
る
情
報
で
あ
る
。

【
写
　
本
】

◎
北
海
学
園
大
学
蔵
北
駕
文
庫
本
　
「
菅
相
蒸
須
磨
之
記
」「
菅
丞
相
須
磨
之

記
」

１
冊
　
弘
化
元
年
　
徳
永
氏
写
　
（
文
二
九
四
）

＊
注
釈
本
。
奥

書
「
右
菅
相
公
須
磨
之
記
乞
假
某
氏
藏
本
令
／
兒
a
寫
之
而
或
疑
字
或
誤
字
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五

但
依
元
／
本
已
故
藍
書
其
傍
以
備
再
考
云
／
文
化
乙
丑
夏
五
穀
旦
　
尚
n
堂

主
人
守
拙
」。
見
返
貼
紙
「
元
本
は
應
永
年
中
の
写
本
ニ

而

、
む
し
ば
み
多

く
／
有
之
候
所
今
文
化
乙
丑
（
二
年
　
九
十
三
年
ト
ナ
ル
）
の
年
夏
尚
徳
堂

主
人
借
用
／
写
置
候
よ
し
此
本
の
末
に
こ
と
は
り
書
有
之
候
へ
共
／
此
本
手

入
綴
直
し
の
節
取
除
き
候
儘
に
而
御
座
候
ニ
付
／
古
文
面
書
直
し
印
置
候
も

の
な
り
／
弘
化
元
年
孟
春
日
　
徳
永
氏
」。
朱
傍
記
多
し
。「
蜃
気
楼
藏
」

印
。

◎
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
南
部
家
本
　
「
菅
丞
相
須
磨
之
記
」
１
冊
　
文
化
二
年

尚
徳
堂
主
人
守
拙
写
　
（
南
一
五
―
二
一
一
）

＊
注
釈
本
。
奥
書
「
右
菅

相
公
須
磨
之
記
乞
假
某
氏
藏
本
／
令
兒
a
寫
之
而
或
疑
字
或
誤
字
但
依
／
元

本
已
故
藍
書
其
傍
以
備
再
考
云
／
文
化
乙
丑
夏
五
穀
旦
　
尚
n
堂
主
人
守

拙
」。
朱
傍
記
多
し
。

□
東
北
大
学
蔵
狩
野
文
庫
本
　
「
菅
公
す
ま
の
御
記
」

１
冊
　
寛
保
二
年

五
玄
叟
写
　
（
四
―
二
八
四
九
七
―
一
）

○
筑
波
大
学
蔵
Ａ
本
　
「
須
磨
の
記
」

１
冊
　
（
ル
―

一
七
〇
―

八
三
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
澤
自
川
島
氏
傳
来
之
尤
殊
勝
之
御
記
也
／
義
知
判
」

「
□
□

(

虫
損)

者
菅
神
御
記
也
讀
者
盥
漱
而
可
拜
見
也
」「
菅
贈
大
相
国
貶
二
太
宰
府

之
行
至
二
須
磨
ニ

一
記
一
巻
感
恨
不
少
レ
矣
菅
氏
之
／
縉
紳
六
家
高
辻
五
条
唐
橋

東
坊
城
桑
原
清
岡
皆
失
二
之
ヲ
於
中
／
古
之
兵
火
一
不
レ
傳
二
于
子
孫
ニ

一
也
加
賀

條
某
卿
得
二
一
本
於
金
澤
府
一
贈
二
傳
／
寫
本
一
各
一
部
諸
菅
家
也
別
ニ
出
レ
自
レ

筑
―

前
一
商
夫
手
之
本
合
二

彼
ノ
加
賀
／
本
一
大
同
小
異
今
在
二
清
家
文
庫
一
也

以
二
両
本
一
一
過
b
二
合
之
一
粗
如
皈
正
本
／
讀
者
正
二
其
添
塵
一

多
田
義
俊

書
豊
軒
」。
傍
記
・
傍
注
・
欄
外
注
多
し
。
付
箋
あ
り
。

○
筑
波
大
学
蔵
Ｂ
本
　
「
須
磨
記
伝
」「
須
磨
記
」

１
冊
　
（
ネ
―
三
〇
八

―
一
〇
一
）

＊
奥
書
「
右
須
磨
の
記
は
み
ち
さ
ね
の
御
自
記
也
元
文
四
年

未
三
月
八
日
肥
後
国
八
代
の
住
本
多
平
八
所
持
な
す
／
本
を
も
て
写
之
　
箕

作
田
保
布
」、
以
下
、
安
永
四
年
、
天
明
元
年
の
奥
書
が
あ
る
由
の
メ
モ
あ

り
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
撮
影
状
況
不
良
の
た
め
判
読
困
難
）。
欄
外

注
・
振
漢
字
な
し
。「
茂
木
實
光
」
印
。

○
彰
考
館
文
庫
蔵
本
　
「
菅
家
須
磨
記
」

１
冊
　
（
和
六
―
〇
七
八
七
九
）

＊
奥
書
な
し
。
傍
注
・
振
漢
字
多
し
。
欄
外
注
な
し
。
本
文
漢
字
表
記
（
ル

ビ
は
片
仮
名
）
多
し
。

◎
国
会
図
書
館
蔵
本
「
須
磨
の
記
」
１
冊
（
わ
〇
八
一
―
九
）
＊
「
中
古

叢
書
」
第
七
〇
冊
。
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
澤
川
嶋
氏
よ
り
至
來
し
て
／
う

つ
し
と
り
ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也
」。
朱
傍
記
多
し
。
墨
欄
外
注
あ
り
。

◎
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
Ａ
本
　
「
菅
亟
相
須
磨
記
」

１
冊
　
（
一
七

七
―
一
一
〇
〇
）

＊
朱
の
傍
記
・
欄
外
注
あ
り
。「
淺
草
文
庫
」
印
。

◎
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
Ｂ
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
壺
井
義
知
写

（
一
七
七
―

一
一
〇
二
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
沢
或
人
〈
川
嶋
氏

（
朱
傍
記
）〉
之
許
よ
り
借
写
し
て
且
加
傍
字
訖
　
壺
井
義
知
（
印
）」。
旧
内

務
省
本
。
朱
・
墨
の
傍
記
・
欄
外
注
あ
り
。
※
『
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
』
第

二
巻
底
本
。

□
静
嘉
堂
文
庫
蔵
Ａ
本
　
「
菅
神
須
磨
記
」

１
冊
　
（
八
二
―
六
三
）

＊
宮
島
藤
吉
旧
蔵
本
。
校
正
本
。
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六

□
静
嘉
堂
文
庫
蔵
Ｂ
本
　
「
須
磨
の
御
記
」「
菅
神
須
磨
記
」

１
冊
　
寛
保

二
年
写
　
（
八
二
―
六
四
）

□
静
嘉
堂
文
庫
蔵
Ｃ
本
　
「
須
磨
乃
記
」

１
冊
　
（
五
一
五
―
五
―
二
一

四
五
六
）

＊
松
井
簡
治
旧
蔵
本
。
朱
筆
書
入
本
。

□
静
嘉
堂
文
庫
蔵
Ｄ
本
　
「
菅
家
／
須
磨
記
」「
須
摩
之
記
」

１
冊
　
（
五

一
五
―
五
―
二
一
四
五
五
）

＊
松
井
簡
治
旧
蔵
本
。

□
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
Ａ
本
　
「
菅
家
須
磨
の
御
記
」

１
冊
　
（
三
五
一
―
三

七
〇
）

＊
谷
森
本
。
江
戸
写
。

□
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
Ｂ
本
　
「
菅
公
す
ま
の
御
記
」

１
冊
　
（
葉
―
一
三
〇

三
）

＊
葉
室
本
。
江
戸
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
Ｃ
本
　
「
須
广
の
記
」

１
冊
　
（
四
五
八
―
一
）

＊
「
片
玉
集
」
巻
四
十
四
の
内
。

奥
書
「
右
須
广
記
者
天
神
之
御
自
記
也

法
師
家
被
相
恵
／
之
至
所
秘
之
也
」「
元
文
四
年
己
未
三
月
八
日
肥
後
八
代

本
田
平
助
之
本
／
を
以
写
之
　
箕
田
氏
保
沖
」。
傍
記
あ
り
。
欄
外
注
な
し
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
Ｄ
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
（
伏
―
二
八
二
）

＊
伏

見
宮
本
。
江
戸
写
。
有
朱
註
等
。
傍
記
・
傍
注
あ
り
。
欄
外
注
は
冒
頭
一
箇

所
の
み
。
奥
書
な
し
。

□
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
Ｅ
本
　
「
須
磨
之
御
記
」

１
冊
　
（
黒
―
四
一
）

＊「
松
嶋
日
記
」と
合
写
。
烏
丸
光
栄
等
詠
和
歌
を
付
す
。
黒
川
本
。
※
『
和

漢
図
書
分
類
目
録
　
増
加
』
で
は
「
松
嶋
之
御
記
」
と
あ
る
。

△
東
京
大
学
蔵
Ａ
本
　
写

△
東
京
大
学
蔵
Ｂ
本
　
写
　
寛
保
三
年
写

◎
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
　
「
須
广
の
御
記
」

１
冊
　
（
サ
五
―
二
〇
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
澤
川
嶋
氏
よ
り
到
来
し
て
／
う
つ
し
と
り
ぬ
尤
殊

勝
之
御
記
也
　
朱
字
傍
註
之
義
知
判
」（
墨
）「
此
書
者
　
菅
神
御
記
也
讀
者

盥
漱
而
可
拜
見
也
」（
朱
）。
朱
読
点
・
傍
記
・
欄
外
注
あ
り
。

□
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
諸
家
文
庫
本
　
「
菅
相
公
須
磨
の
記
」

１
冊

安
永
二
年
　
沙
門
澄
方
写
　
（
特
七
七
九
）

＊
蜂
屋
茂
橘
旧
蔵
書
。

□
早
稲
田
大
学
蔵
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
享
保
二
十
年
　
嶷
子
写
　
（
ル

四
―
一
六
〇
三
）

＊
本
奥
書
「
是
一
書
加
州
金
沢
川
嶋
氏
よ
り
至
来
し
て

う
つ
し
と
り
ぬ
　
尤
殊
勝
の
御
記
也
」、
書
写
奥
書
「
右
之
一
書
西
条
侯
臣

余
師
牟
婁
先
生
従
紀
州
同
学
士
求
之
依
為
珎
昼
秘
之
状
余
也
　
欲
之
父
矣

古
文
辞
実
至
矣
　
乎
于
時
享
保
乙
卯
冬
十
一
月
関
武
於
青
山
信
陽
侯
別
業

嶷
子
写
」。「
信
陽
上
田
成
沢
蔵
書
」
印
。
朱
点
・
朱
書
傍
注
あ
り
。
※
津
本

信
博
編
著
『
近
世
紀
行
日
記
文
学
集
成
　
一
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
　
平

成
五
年
）
の
底
本
。

△
学
習
院
大
学
蔵
本
　
１
冊

△
慶
応
大
学
蔵
Ａ
本
　
１
冊

△
慶
応
大
学
蔵
Ｂ
本
　
１
冊

△
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
成
簣
堂
文
庫
Ａ
本
　
安
永
九
年
写

△
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
成
簣
堂
文
庫
Ｂ
本

□
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
Ａ
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
（
桃
二
四
―
四
四
）

＊
巻
末
「
須
川
信
行
蔵
」。
貼
紙
（
第
一
葉
表
）「
須
磨
記
　
蘭
州
先
生
自
筆
」。

朱
・
墨
書
入
あ
り
。
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七

□
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
Ｂ
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
寛
保
三
年
　
可
兒
久

敬
写
　
（
桃
二
四
―

四
五
）

＊
奥
書
「
此
須
磨
記
仁
極
而
希
也
然
於
高
森

安
立
法
眼
花
經
丈
吾
仁

懇
志
於

以
借
與
而
書
寫
於

許
仁

因
而
吾
家
蔵
志
侍
留
登

云
爾

于
時
寛
保
癸

亥
歳
極
月
八
日
書
寫
畢
　
可
兒
氏
久
敬
（
印
）」。

□
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
Ｃ
本
　
「
須
磨
記
後
案
」

１
冊
　
延
享
四
年
　
遠

里
道
次
写
　
（
桃
二
四
―
四
六
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
澤
川
島
氏
よ

り
到
来
し
て
寫
と
り
ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也
　
朱
字
傍
注
―
―

義
知
判
」「
此
書
者

菅
神
御
記
也
讀
者
盥
漱
而
可
拜
見
也
此
巻
右
に
い
へ
る
こ
と
く
す
か
は
ら
御

神
の
御
記
に
て
尤
珍
敷
御
作
な
り
ふ
か
く
仰
き
あ
さ
は
か
に
他
見
有
へ
か
ら

す
あ
な
か
し
こ
　
享
保
十
六
亥
年
霜
月
下
八
日
」「
墨
付
十
三
丁
」「
延
享
四

丁
卯
年
正
月
十
五
日
井
坂
氏
ヨ
リ

重
季
乞
求
書
寫
畢
　
遠
里
　
道
次
（
花
押
）」。「
須

磨
記
後
案
」
を
付
す
。

□
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
Ｄ
本
　
「
須
磨
記
後
案
」

香
川
景
樹
著
　
１
冊

（
桃
二
四
―
四
七
）

△
豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
Ａ
本
　
１
冊
　
文
政
十
二
年
　
羽
田
野
敬
雄
写

＊
「
遠
江
の
道
の
記
」「
扶
桑
拾
葉
集
」
と
合
写
。

△
豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
Ｂ
本
　
１
冊
　
＊
「
榊
葉
日
記
」
と
合
写
。

△
豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
Ｃ
本
　
１
冊

○
刈
谷
市
中
央
図
書
館
蔵
村
上
文
庫
本
　
「
菅
家
須
磨
記
」

１
冊
　
（
一
八

八
七
）

＊
奥
書
「
奥
書
ニ
云
／
此
一
書
加
州
金
澤
川
邊
氏
よ
り
出
来
／
し

て
写
し
と
り
ぬ
尤
殊
勝
の
御
記
也
／
右
壺
井
氏
以
朱
添
文
字
令
便
覧
也
」。

「
大
正
記
念
藤
井
図
書
」
印
。
欄
外
注
な
し
。
行
間
注
少
々
あ
り
。
振
漢
字

な
し
。「
菅
家
御
詠
百
首
」
と
合
写
。

○
名
古
屋
大
学
皇
学
館
文
庫
蔵
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
元
文
五
年
　
藤
原

親
岑
写
　
（
皇
―
九
一
五
―
Su
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
沢
川
嶋
氏
よ

り
至
來
し
て
／
う
つ
し
と
り
ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也
朱
字
傍
注
―

（
花
押
）」「
此

一
冊
先
年
予
書
写
畢
　
然
庄
田
右
衛
門
尉
／
依
所
望
遣
之
今
致
謄
写
被
返
之

也
／
享
保
癸
丑
歳
初
秋
上
旬
　
速
水
房
常
」。「
此
壱
冊
速
水
先
生
以
本
書
写

了
堅
／
可
停
止
外
見
者
也
／
元
文
五
年
六
月
中
旬
　
藤
原
親
岑
（
印
）」。
傍

記
・
欄
外
注
あ
り
。「
神
宮
皇
學
館
大
學
圖
書
之
印
」
印
。

○
蓬
左
文
庫
蔵
Ａ
本
　
「（
聖
廟
御
記
）須
磨
の
記
」

１
冊
　
享
保
十
六
年
　
圓

山
賀
納
写
　
（
七
―
六
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
澤
川
嶋
氏
よ
り
至
来

し
て
写
と
り
／
ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也
／
朱
字
傍
住
義
知
判
」「
此
書
者
　
菅
神
御

記
也
讀
者
盥
漱
而
可
拜
見
也
」「
此
巻
右
に
い
へ
る
こ
と
く
菅
原
御
神
の
御

記
／
に
て
尤
珎
敷
御
作
な
り
ふ
か
く
仰
き
あ
さ
は
か
に
／
他
見
あ
る
へ
か
ら

す
あ
な
か
し
こ
／
享
保
十
六
亥
年
霜
月
下
八
日
　
圓
山
賀
納
」。
朱
傍
記
・

欄
外
注
あ
り
。

○
蓬
左
文
庫
蔵
Ｂ
本
　
「
須
磨
の
記
」

１
冊
　
（
七
―
七
）

＊
江
戸
末
期

写
。
奥
書
な
し
。
罫
紙
・
界
線
あ
り
。
傍
記
・
欄
外
注
あ
り
。

○
名
古
屋
市
鶴
舞
図
書
館
蔵
本
　
「
菅
神
／
す
ま
き
」

１
冊
　
（
河
ス
一
〇
）

＊
奥
書
「
再
三
校
合
加
朱
字
傍
注
畢
　
壺
井
義
知
判
／
午
水
無
月
一
模
畢

（
朱
判
ア
リ
）」。

○
射
和
文
庫
蔵
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
（
Ⅵ
―
五
四
）

＊
古
田
理
喬
旧

蔵
。
奥
書
「
再
三
b
合
加
朱
字
傍
注
畢
　
壺
井
義
知
／
印
判
」。
傍
記
少
々
あ
り
。
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八

欄
外
注
な
し
。

△
神
宮
文
庫
蔵
Ａ
本
　
「
聖
廟
須
磨
御
記
」

１
冊
　
享
保
十
九
年
写
　
（
八

―
三
―
一
三
四
八
）

△
神
宮
文
庫
蔵
Ｂ
本
　
「
聖
廟
須
磨
日
記
」

１
冊
　
安
永
五
年
写
　
（
八
―

一
―
八
七
三
）

△
神
宮
文
庫
蔵
Ｃ
本
　
「
聖
廟
須
磨
日
記
」

１
冊
　
（
八
―
一
―
八
七
四
）

○
神
宮
文
庫
蔵
Ｄ
本
　
「
須
磨
記
／
菅
家
」

１
冊
　
（
三
／
一
四
四
八
）

＊
「
清
渚
集
」
の
内
（
第
一
冊
末
尾
）。
奥
書
「
こ
の
須
磨
の
記
と
い
へ
る

は
菅
家
の
し
る
し
給
ふ
け
る
／
よ
し
に
て
加
賀
国
川
嶋
の
何
か
し
か
も
た
り

け
る
を
／
壺
井
義
知
こ
れ
を
う
つ
し
又
多
田
義
俊
か
う
つ
し
／
と
り
け
る
と

て
世
に
ひ
ろ
こ
れ
り
つ
ら

く
文
の
さ
ま
を
か
う
／
か
へ
見
る
に
昌
泰
の
比

ほ
ひ
の
も
の
と
も
見
え
ね
は
後
に
／
ま
ね
ひ
つ
く
り
つ
ら
ん
か
さ
れ
と
や
つ

か
り
経
雅
今
／
か
な
文
を
あ
つ
め
つ
れ
は
た
ゝ
に
す
て
ん
も
か
ひ
な
く
／
又

世
に
あ
る
も
の
を
い
つ
は
り
な
り
と
さ
か
し
ら
に
／
さ
た
め
あ
へ
ん
も
を
こ

な
れ
は
今
う
つ
し
と
り
て
／
く
は
へ
ぬ
時
に
し
た
か
は
ゝ
巻
の
始
に
お
く
へ

き
／
を
か
く
う
た
か
は
し
け
れ
は
さ
る
も
の
を
始
に
つ
ら
ね
ん
も
本
意
な
く

て
こ
の
巻
の
末
に
か
い
つ
け
置
な
り
け
り
経
雅
か
い
ふ
」。
傍
注
・
欄
外
注

な
し
。

○
神
宮
文
庫
蔵
Ｅ
本
　
「
菅
家
左
遷
記
」

１
冊
　
宝
暦
七
年
写
　
（
三
―
一

―
一
四
八
三
）

＊
本
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
沢
河
嶋
氏
よ
り
出
来
し
て
／

う
つ
し
と
り
ぬ
」。
冒
頭
に
激
し
い
損
傷
あ
り
。「
赤
染
衛
門
松
嶋
記
」「
高

雄
山
順
覧
記
」
と
合
写
。

△
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
蔵
加
越
能
文
庫
Ａ
本
　
１
冊
　
＊
富
田
景
周
校
本
。

△
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
蔵
加
越
能
文
庫
Ｂ
本
　
１
冊
　
＊
松
雲
公
採
集
遺
編

類
纂
一
七
五
。

△
京
都
大
学
蔵
本
　
写
本
　
１
冊

△
京
都
女
子
大
学
蔵
本
　
１
冊
　
享
保
二
十
年
写

□
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
Ａ
本
　
「
須
磨
之
記
」

１
冊
　
宝
暦
七
年
　
遵

宗
写
　
（
九
一
四
―
三
―
一
）

＊
写
字
台
文
庫
本
。

□
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
Ｂ
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
（
九
一
四
―
三
―

一
一
―
一
）

○
陽
明
文
庫
蔵
本
　
「
須
磨
道
記
」

１
冊
　
＊
横
本
。
列
帖
装
。
奥
書
な
し
。

傍
注
・
欄
外
注
な
し
。

△
北
野
天
満
宮
蔵
Ａ
本
　
「
須
磨
記
」

１
軸
　
（
一
―
〇
―
一
六
　
宝
三

六
四
）

＊
三
条
天
皇
宸
翰
。

△
北
野
天
満
宮
蔵
Ｂ
本
■
「
菅
公
須
磨
之
記
」
■
１
冊
■
（
一
―
〇
―
一
七
カ

五
〇
）

＊
宝
暦
五
年
識
語
。
明
治
四
年
藤
崎
家
興
奉
納
。

△
京
都
市
某
家
蔵
本
■
「
菅
家
須
磨
記
」
■
１
冊
■
寛
政
九
年
写
■
※
国
文
学

研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
文
学
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
。

○
奈
良
女
子
大
学
蔵
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
（
Ｋ
六
一
―
一
三
一
）

＊
奥
書
「
奥
書
曰
■
此
一
書
加
州
金
澤
川
嶋
氏
ヨ
リ
到
来
シ
テ
寫
シ
ト
リ

ヌ
／
最
殊
勝
之
御
記
也
／
右
　
壺
井
氏
以
来朱
添
文
字
令
便
覧
也
」「
此
書
者

菅
神
御
記
也
読
者
盥
漱
而
／
可
拝
見
也
」「
享
保
乙
卯
歳
春
二
月
下
弦
寫

之
／
兒
玉
十
郎
平
永
言
（
改
直
方
）「
上
頭
傍
注
ハ
壷
井
霍
翁
ノ
セ
ラ
レ
タ
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九

リ
傳
寫
ノ
／
假
名
ノ
誤
真

(

マ
マ)

方
カ
附
タ
ル
ナ
リ
」「
安
永
辛
丑
歳
春
二
月
下
旬

於
棋

(

マ
マ)

州
大
坂
中
之
／
嶋
　
秋
元
直
右
衛
門
平
盛
茂
寫
焉
／
天
明
六
丙
午
歳
冬

十
一
月
十
一
日
寫
之
／
阿
陽
麻
植
郡
川
田
邑
鹿
兒
島
和
紀
治
藤
原
政
明
／
寛

政
貳
庚
戊
歳
夏
四
月
三
日
寫
之
／
阿
陽
眉
山
之
麓
　
佐
藤
徳
太
夫
藤
原
元
古

寫
焉
」「
寛
政
三
乙
亥
歳
五
月
藤
元
古
子
自
持
賜
之
予
」。
傍
記
あ
り
。
欄
外

注
な
し
。
※
奈
良
女
子
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
原
典
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
。

○
大
和
文
華
館
蔵
本
　
「
菅
家
須
磨
乃
記
」

１
冊
　
文
政
九
年
写
　
（
鈴
鹿

文
庫
八
―
六
一
五
七
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
沢
川
嶋
氏
よ
り
出
来
し

て
う
つ
し
と
り
ぬ
／
尤
殊
勝
之
御
記
也
　
義
朱
印
」「
一
本
云
右
壺
井
氏
以
朱
添

文
字
令
便
覧
也
」「
右
一
冊
其
義
知
之
秘
蔵
也
最
殊
勝
之
御
記
／
御
自
筆
の

再
写
堅
相
写
不
聴
他
覧
以
約
予
／
門
弟
之
間
任
懇
望
写
之
乎
／
享
保
己
酉
壬

菊
上
瀚
／
菅
原
（
花
押
）」「
此
一
巻
者
菅
原
長
公
朝
臣
所
持
為
秘
蔵
之
以
写

本
写
之
／
文
政
九
丙
戌
仲
龝
中
旬
〈
墨
字
ニ
テ
イ
本
ト
書
入
タ
ル
ハ
今
以
此

本
別
本
所
b
合
ナ
リ
〉」。「
尚
時
舎
蔵
」
印
。
朱
傍
書
・
欄
外
注
あ
り
。

△
天
理
図
書
館
蔵
本
　
文
政
六
年
　
小
笠
原
清
寿
写

□
竹
柏
園
文
庫
旧
蔵
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
＊
天
理
図
書
館
現
蔵
。
建
武

二
年
桑
門
釋
、
文
明
元
年
一
條
兼
良
の
識
語
あ
り
。
傍
書
あ
り
。「
星
野
文

庫
」
印
。

△
高
野
山
宝
城
院
蔵
本
　
１
冊

□
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
石
崎
文
庫
Ａ
本
　
「
菅
家
須
磨
記
」

１
冊
　
明
和
六

年
　
小
林
嘉
内
写
（
谷
川
士
清
本
ノ
写
）（
二
二
三
・
六
ｄ
―
二
）

□
大
阪
府
立
大
学
（
旧
大
阪
女
子
大
学
）
図
書
館
蔵
本
　
「
須
磨
之
記
」

１

冊
　
（
九
一
五
―
五
　
Ｓ
四
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
沢
川
島
氏
よ
り

到
来
し
て
写
ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也
義
知
判
」。

□
大
阪
市
立
大
学
蔵
森
文
庫
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
明
治
十
六
年
　
桂
花

園
主
人
写
　
（
九
一
五
・
三
Ｓ
Ｕ
Ｍ
）

□
大
阪
天
満
宮
蔵
Ａ
本
　
「
須
磨
の
記
」

１
冊
　
（
二
―
七
九
）

＊
「
菅

家
集
」
の
内
。

□
大
阪
天
満
宮
蔵
Ｂ
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
寛
保
元
年
　
沢
田
一
斎
写

（
三
―
三
）

＊
「
右
須
磨
記
一
帖
、
借
速
水
氏
蔵
本
書
写
一
校
畢
　
寛
保

紀
年
季
秋
　
奚
疑
斎
」。「
奚
疑
斎
蔵
書
」
印
。

□
大
阪
天
満
宮
蔵
Ｃ
本
　
「
菅
家
須
磨
之
記
」

１
冊
　
（
三
―
四
）

＊
多

田
義
俊
ノ
記
、「
墨
校
入
江
昌
喜

(

マ
マ)

」、
末
ニ
「
此
書
加
州
金
沢
川
嶌
氏
よ
り
到

来
し
て
写
ぬ
、
尤
殊
勝
之
御
記
な
り
、
壺
井
義
知
判
」
ナ
ド
ヲ
写
シ
ア
リ
。

河
内
屋
亀
七
奉
納
。

□
大
阪
天
満
宮
蔵
Ｄ
本
　
「
菅
家
須
磨
記
」

１
冊
　
（
三
―
六
）

＊
本
奥

書
「
享
保
戊
申
之
仲
夏
廿
九
日
借
高
森
氏
蔵
本
所
謄
写
了
　
埴
鈴
家
蔵
」

「
享
保
乙
卯
四
月
廿
一
借
谷
川
氏
本
書
写
　
奚
疑
斎
」「
奚
疑
主
人
携
此
聖
文

来
而
請
朱
於
余
勘
之
於
定
本
或
加
之
案
還
云
　
春
塘
（
多
田
義
俊
ノ
コ
ト
）」。

奉
納
奥
書
「
こ
と
し
春
此
書
を
得
て
残
し
置
き
し
を
こ
こ
に
奉
納
す
　
昭
和

十
五
年
九
月
浪
華
書
肆
中
尾
松
泉
堂
主
」。
林
c
]
書
入
あ
り
。

□
相
愛
大
学
蔵
春
曙
文
庫
本
　
「
須
磨
の
御
記
」

１
冊
　
享
保
十
九
年

釋
氏
浄
慧
写
　
（
九
一
五
―
四
Ｓ
　
春
五
〇
六
）

＊
「
松
嶋
日
記
」
と
合
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十

写
。
奥
書
「
此
書
加
州
令
澤
川
嶋
氏
よ
り
至
来
し
て
う
つ
し
と
り
ぬ
／
尤
殊

勝
之
御
記
也
／
朱
字
傍
注
　
義
知
判
」「
此
書
者
菅
公
御
自
記
也
以
金
丸
久

方
寫
本
寫
之
而
己
／
享
保
一
九
歳
次
甲
寅
仲
夏
下
旬
第
五
日
成
功
／
釋
氏
浄

慧
」。
一
冊
の
末
尾
「
于
時
享
保
十
九
甲
寅
年
六
月
朔
日
以
金
丸
久
方
本
書

寫
之
／
釋
氏
浄
慧
」。

△
西
宮
市
立
図
書
館
蔵
本
　
１
冊
　
天
保
六
年
写

□
岡
山
大
学
蔵
池
田
家
文
庫
Ａ
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
享
保
十
三
年
　
大

江
景
敦
写
　
（
Ｐ
九
一
五
―
九
）

□
岡
山
大
学
蔵
池
田
家
文
庫
Ｂ
本
　
「
北
野
聖
廟
／
須
磨
の
記
」

１
冊
　
明

和
六
年
　
土
肥
経
平
写
　
（
Ｐ
九
一
五
―
五
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金

沢
川
島
氏
よ
り
到
来
し
て
写
ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也
義
知
判
　
此
書
は
菅
神
御

記
也
諸
者
盥
漱
而
可
拝
見
也
」。

○
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
黒
川
文
庫
本
　
「
菅
家
須
磨
記
」「
須
磨

の
記
」「
須
磨
記
」

１
冊
　
天
保
二
年
写
　
（
黒
　
Ｇ
二
二
〇
）

＊
本

奥
書
「
再
三
校
合
加
真
字
傍
注
了
　
壺
井
義
和

(

マ
マ)

」「
右
須
磨
記
者
／
菅
神
御

自
作
也
肥
後
八
代
本
多
氏
ノ
本
ヲ
以
テ
謹
寫
之
」「
異
本
奥
書
／
右
須
磨
記

者
菅
原
道
真
公
左
遷
之
時
御
自
記
也
師
家
／
秘
蔵
之
本
元
文
四
年
己
未
三
月

八
日
肥
後
八
代
本
田
平
助
之
／
本
以
寫
之
者
也
」、
書
写
奥
書
「
天
保
二
年

卯
季
秋
初
七
　
八
十
六
翁
（
花
押
）」。
欄
外
注
な
し
。
行
間
注
も
ほ
ぼ
な
し
。

振
り
漢
字
多
し
。

◎
広
島
大
学
蔵
Ａ
本
　
「
須
磨
の
記
」「
須
磨
記
」

１
冊
　
寛
政
十
年
　
山

尾
公
茂
写
　
（
国
文
七
六
〇
九
Ｎ
）

＊
本
奥
書
「
此
書
者
、
菅
神
御
記
也
、

読
者
盥
漱
而
可
拝
見
也
、」「
享
保
乙
卯
歳
春
二
月
下
弦
写
之
／
児
玉
十
郎
平

（
改
直
方
）
永
言
」「
上
頭
傍
注
ハ
壺
井
霍
翁
ノ
セ
ラ
レ
タ
リ
伝
写
ノ
／
仮
名

ノ
誤
ハ
直
方
ガ
附
タ
ル
ナ
リ
」「
安
永
辛
丑
歳
春
二
月
下
旬
於
摂
州
大
坂
中

之
島
／
秋
元
直
右
衛
門
平
盛
茂
写
焉
」、
書
写
奥
書
「
寛
政
十
戊
午
歳
四
月

中
旬
　
山
尾
至
源
公
茂
写
之
」。「
五
明
文
庫
」
印
。

◎
広
島
大
学
蔵
Ｂ
本
　
「
菅
家
道
の
記
」「
か
ん
家
道
の
記
」

１
冊
　
伝
福

田
美
楯
筆
　
（
国
文
一
六
八
五
Ｎ
）

＊
奥
書
「
再
三
校
合
加
朱
字
傍
注
」

（
墨
）「
古
学
者
或
云
偽
書
」（
朱
）。「
福
田
氏
蔵
書
」
印
。
題
簽
に
「
福
田

美
楯
筆
」
と
あ
り
。

◎
広
島
大
学
蔵
Ｃ
本
　
「
須
磨
記
」「
菅
神
須
磨
記
」

１
冊
　
明
和
三
年

重
顕
写
　
（
国
文
六
二
〇
九
Ｎ
）

＊
本
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
沢
川
島
氏

よ
り
到
来
し
て
／
写
ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也
　
義
知
判
」「
菅
贈
大
相
国
貶
太

宰
府
之
行
至
須
磨
記
一
巻
感
／
恨
不
少
矣
菅
氏
之
縉
紳
六
家
高
辻
五
条
唐

橋
／
東
坊
城
桑
原
清
岡
皆
失
之
於
中
古
兵
火
不
／
伝
于
子
孫
也
加
賀
条
某
郷

得
一
本
於
金
沢
府
／
贈
伝
写
本
各
一
部
諸
菅
家
也
別
出
自
筑
前
一
商
／
夫
之

本
合
彼
加
賀
本
大
同
小
異
今
在
清
家
文
庫
也
／
以
両
本
一
過
校
合
之
粗
加
皈

正
本
読
者
正
其
添
塵
／
多
田
義
俊
書
豊
軒
」、
書
写
奥
書
「
明
和
三
丙
戌
歳

五
月
下
旬
写
得
之
　
重
顕
／
世
々
を
へ
て
須
磨
の
う
ら
波
か
け
ま
く
も
か
し

こ
き
神
の
恵
を
そ
知
る
」。

◎
安
田
女
子
大
学
蔵
稲
賀
文
庫
本
　
「
菅
聖
廟
須
磨
記
」

１
冊
　
安
永
八
年

石
川
自
寛
写
　
＊
本
奥
書
「
此
一
書
津
田
有
栄
秘
し
て
を
か
れ
し
を
あ
る

日
／
予
に
し
め
し
殊
勝
の
御
記
也
恭
是
を
拝
す
へ
し
と
／
元
文
三
戊
午
十
月
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十
一

十
七
日
　
東
武
青
山
産
士
／
光
平
謹
書
」、
書
写
奥
書
「
右
書
安
永
八
己
亥

年
中
春
写
之
／
石
川
自
寛
」。「
堀
内
図
書
」
印
。「
松
島
記
　
清
少
納
言
」

と
合
写
。
稲
賀
敬
二
先
生
旧
蔵
本
。

○
多
和
文
庫
蔵
本
　
「
須
磨
の
記
」

１
冊
　
宝
暦
九
年
写
　
（
五
―

九
）

＊
奥
書
「
此
一
書
加
州
金
沢
川
嶋
氏
よ
り
至
來
し
て
／
う
つ
し
と
り
ぬ
尤
殊

勝
の
御
記
也
　
判
」。
前
見
返
識
語
「
題
記
　
須
磨
の
記
／
伏
原
家
／
三
位

清
原
宣
條
卿
」「
右
御
題
記
ハ
後
藤
一
先
生
依
恵
申
請
給
処
也
扨
右
之
御
記

ハ
北
野
御
文
庫
ニ
在
之
／
或
宮
仕
此
度
被
引
合
処
御
本
ニ
相
違
無
之
由
但
シ
外

題
ハ
　
須
磨
之
御
記
と
有
之
由
／
此
御
記
内
々
申
傳
候
者
此
御
記
之
初
中
後

之
中
初
後
ハ
伊
勢
物
語
時
代
之
／
御
文
法
ニ

而
御
作
ニ

相
違
有
間
敷
候
中
ハ

（
文
勢
花
麗
ニ
テ
）
源
氏
物
語
之
時
節
之
文
法
ニ
御
座
候
／
中
之
分
ハ
漫
滅
之

所
を
後
人
補
申
モ
ノ
ト
相
見
エ
候
由
　
宮
仕
之
説
／
伏
見
故
宮
様
初
而
御
覧

甚
タ
御
感
被
遊
候
由
宇
野
酔
翁
老
人
ヨ
リ
（
同
八
月
十
二
日
）
文
通
如
此
申

來
ル
／
寶
暦
九
卯
歳
仲
春
曽
我
右
義
合
子
ヨ
リ
借
写
之
畢
」。
傍
記
・
欄
外

注
あ
り
。「
香
木
舎
文
庫
」
印
。

○
高
知
県
立
図
書
館
蔵
山
内
文
庫
本
　
「
須
磨
記
　
菅
家
」

１
冊
　
（
ヤ
九
一

一
―
二
三
）

＊
奥
書
な
し
。
傍
記
・
欄
外
注
あ
り
。「
山
内
文
庫
」「
谷
干

城
玩
書
」
他
印
。

△
九
州
大
学
蔵
Ａ
本
　
「
す
ま
の
記
」

１
冊
　
＊
壺
井
義
知
注
。

△
九
州
大
学
蔵
Ｂ
本
　
１
冊
　
文
政
九
年
　
酒
井
吉
徳
写

△
九
州
大
学
蔵
Ｃ
本
　
付
録
と
も
２
冊
　
宝
暦
二
年
写

□
太
宰
府
天
満
宮
蔵
本
　
「
菅
丞
相
須
磨
之
記
」

１
冊
　
文
化
三
年
　
成
田

梅
甫
写
　
（
西
高
辻
家
蔵
書
目
録
一
四
）

□
佐
賀
大
学
蔵
小
城
鍋
島
文
庫
本
「
菅
家
須
磨
記
」
１
冊
（
〇
九
四
―
四
）

○
吉
永
文
庫
蔵
本
　
「
須
磨
記
」

１
冊
　
寛
延
二
年
　
十
川
能
範
写
　
（
一

〇
六
五
）

＊
奥
書
「
再
三
b
合
加
朱
字
傍
注
畢
　
壺
井
義
知
印
判
」「
寛
延

二
年
己
巳
三
月
五
日
寫
之
／
北
野
社
中
／
十
川
能
範
（
印
）」。
朱
傍
書
あ
り
。

吉
永
登
氏
蔵
本
。

【
版
　
本
】

《
文
化
七
年
版
本
》

△
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
　
１
冊

□
西
尾
市
立
図
書
館
蔵
岩
瀬
文
庫
本
　
「
菅
家
須
磨
御
記
」

１
冊
　
（
一
二

六
―
四
二
）

□
京
都
大
学
蔵
大
惣
本
　
「
菅
家
須
磨
御
記
」

１
冊
　
江
戸
・
須
原
屋
茂
兵

衛
、
京
・
河
南
儀
兵
衛
他
　
（
八
―
四
三
カ
一
一
）

＊
成
田
梅
甫
書
。
文

化
六
年
奥
書
。
春
日
楼
蔵
版
。

△
北
野
天
満
宮
蔵
Ｃ
本
　
「
菅
家
須
磨
御
記
」

１
冊
　
京
都
・
林
伊
兵
衛
他

（
一
―
〇
―
一
八
　
ス
七
）

＊
成
田
梅
甫
書
。
文
化
六
年
奥
書
。

□
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
石
崎
文
庫
本
　
「
菅
家
須
磨
御
記
」

１
冊
（
九
二
四

―
四
）

＊
成
田
梅
甫
書
。
文
化
七
年
京
都
河
南
儀
兵
衛
等
刊
本
。

□
大
阪
府
立
大
学
（
旧
大
阪
女
子
大
学
）
図
書
館
蔵
本
　
「
菅
家
須
磨
御
記
」

１
冊
　
春
日
楼
蔵
版
　
（
九
一
四
―

五
　
Ｎ
五
）

＊
刊
記
「
文
化
七
年

庚
午
春
三
月
吉
辰
春
日
楼
蔵
板
」。

□
大
阪
天
満
宮
蔵
本
　
「
菅
家
須
磨
御
記
」

１
冊
　
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
・
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十
二

京
都
河
南
儀
兵
衛
等
一
二
肆
（
三
―
五
）
＊
成
田
梅
甫
筆
。
春
日
楼
蔵
版
。

△
竹
柏
園
文
庫
蔵
本
　
刊
　
文
化
七
年

□
金
刀
比
羅
宮
図
書
館
蔵
本
　
「
菅
家
須
磨
記
」

１
冊
　
（
七
五
―
三
）

□
太
宰
府
天
満
宮
蔵
本
　
「
菅
家
須
磨
御
記
」

１
冊
　
京
都
河
南
儀
兵
衛
等

刊
　
（
天
満
宮
文
庫
蔵
書
一
八
）

＊
成
田
梅
甫
書
。

《
文
政
十
年
版
本
》

△
東
京
大
学
蔵
洒
竹
文
庫
本
　
１
冊

◎
安
田
女
子
大
学
蔵
稲
賀
文
庫
本
　
「
須
磨
の
記
」「
菅
神
／
須
磨
記
」

１

冊
　
＊
巻
末
識
語
「（
道
真
ノ
伝
記
部
分
略
）
此
須
广
ノ
記
ハ
社
司
／
大
鳥

居
ノ
秘
蔵
ニ
テ
世
ニ
知
人
可
シ

レ
稀
ル
予
蜜
ニ
拝
写
シ
所
持
成
モ
ノ
ユ
ヘ
大
気
オ
ホ
ケ

ナ
ク
モ
桜
木
ニ
チ
リ
バ
メ
令
ル

二
拝
覧
一
モ
ノ
ナ
ラ
シ
音
訓
仮
字
カ
ン
ナ

ノ
違
ヒ
メ
モ

ア
ラ
ン
ハ
本
ノ
侭
ナ
レ
ハ
見
ユ
ル
シ
給
ヒ
テ
ヨ
／
文
政
十
亥
年
正
月
　
東
都

俳
師
　
芝
春
来
」。
識
語
の
後
、
三
十
一
句
の
発
句
を
載
せ
る
。「
栃
内
」

「
凹
泉
堂
蔵
書
印
」
印
。
稲
賀
敬
二
先
生
旧
蔵
本
。

二
　
諸
本
の
奥
書
と
伝
来
に
つ
い
て

諸
伝
本
の
奥
書
に
よ
り
、
つ
と
に
津
本
信
博
氏
は
、「
現
存
本
の
書
写
年
時

か
ら
推
し
て
蓬
左
文
庫
蔵
本
の
享
保
十
六
年
写
が
最
も
古
く
、
次
い
で
名
大
本

（
皇
学
）
の
享
保
十
八
年
・
速
水
房
常
写
本
、
早
大
本
の
享
保
二
十
年
・
嶷
子
写

本
を
あ
げ
ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
享
保
年
間
を
遡
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
」

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る

(

４)

。
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
奥
書
等
に
記
さ
れ
る
書

写
年
次
の
中
で
信
頼
で
き
る
も
の
は
享
保
年
間
を
遡
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

実
物
未
見
の
本
だ
が
、
岡
山
大
学
蔵
池
田
家
文
庫
Ａ
本
は
享
保
十
三
年
写
と
あ

り
、
大
阪
天
満
宮
蔵
Ｄ
本
の
本
奥
書
に
も
享
保
戊
申
（
十
三
年
）
の
書
写
の
こ
と

が
見
え
る
。
ま
た
、
大
和
文
華
館
蔵
本
の
本
奥
書
中
に
は
享
保
己
酉
（
十
四
年
）

書
写
の
由
が
記
さ
れ
る
か
ら
、
享
保
十
六
年
よ
り
古
い
書
写
を
伝
え
る
本
は
複

数
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
本
書
成
立
の
下
限
は
享
保
十
三
年
（
一
七

二
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
津
本
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
以
外
に
、
奥
書
に
お
い

て
享
保
年
間
の
書
写
を
伝
え
る
本
と
し
て
は
、
神
宮
文
庫
蔵
Ａ
本
と
相
愛
大
学

蔵
春
曙
文
庫
蔵
本
の
享
保
十
九
年
写
、
京
都
女
子
大
学
蔵
本
の
享
保
二
十
年
写

が
挙
げ
ら
れ
、
奈
良
女
子
大
学
蔵
本
と
広
島
大
学
図
書
館
蔵
Ａ
本
の
本
奥
書
に

も
享
保
乙
卯
（
二
十
年
）
書
写
の
年
次
が
記
さ
れ
て
い
る
。
東
海
大
学
蔵
桃
園
文

庫
Ｃ
本
に
は
享
保
十
六
年
の
本
奥
書
が
見
え
て
い
る
。
本
書
が
享
保
年
間
か
ら

世
に
広
ま
り
始
め
た
こ
と
は
動
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

成
立
の
上
限
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
北
海
学
園
大
学

蔵
北
駕
文
庫
本
の
貼
紙
に
は
、「
元
本
は
應
永
年
中
の
写
本
ニ

而

」
云
々
と
あ
る

が
、
も
と
よ
り
信
用
で
き
る
記
述
で
は
な
く
、『
竹
柏
園
蔵
書
志
』（
昭
和
一
四
年

巌
松
堂
書
店
、
昭
和
六
三
年
　
臨
川
書
店
覆
刻
）
に
よ
れ
ば
、
竹
柏
園
本
に
は
建
武

二
年
（
一
三
三
五
）
桑
門
釋
、
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
一
條
兼
良
の
識
語
が
あ

る
と
い
う
の
も
権
威
付
け
の
た
め
に
創
作
さ
れ
た
奥
書
で
あ
ろ
う
。

津
本
氏
は
、「
内
閣
文
庫
本
が
壺
井
義
知
写
で
あ
り
、
九
大
本
が
壺
井
義
知

注
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
享
保
二
十
年
十
月
、
七
十
九
歳
で
他
界
し

た
壺
井
義
知
の
手
に
な
る
可
能
性
も
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、

故
実
家
の
壺
井
義
知
よ
し
ち
か

（
明
暦
三
〈
一
六
五
七
〉
―
享
保
二
〇
〈
一
七
三
五
〉）
を
作
者
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十
三

に
擬
す
る
説
を
提
唱
さ
れ
た

(

５)

。
確
か
に
、
享
保
十
六
年
写
の
蓬
左
文
庫
蔵
Ａ
本

や
同
年
写
の
本
奥
書
を
持
つ
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
Ｃ
本
、
享
保
十
四
年
の
本

奥
書
の
あ
る
大
和
文
華
館
蔵
本
な
ど
、
比
較
的
書
写
年
次
の
古
い
本
に
義
知
の

「
此
一
書
加
州
金
沢
川
嶋
氏
よ
り
到
来
（
至
来
・
出
来
と
も
）
し
て
う
つ
し
と
り
ぬ

尤
殊
勝
之
御
記
也
」
と
い
う
奥
書
を
載
せ
て
い
る
の
で
、
早
い
時
期
に
本
書
の

書
写
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
神
宮
文
庫
蔵
Ｄ
本
に
は
、

「
こ
の
須
磨
の
記
と
い
へ
る
は
菅
家
の
し
る
し
給
ふ
け
る
よ
し
に
て
、
加
賀
国

川
嶋
の
何
か
し
か
も
た
り
け
る
を
、
壺
井
義
知
こ
れ
を
う
つ
し
、
又
多
田
義
俊

か
う
つ
し
と
り
け
る
と
て
世
に
ひ
ろ
こ
れ
り
」
と
い
う
叢
書
『
清
渚
集
』
の
編

者
中
川
経
雅
つ
ね
た
だ

の
識
語
が
あ
る
。
多
田
義
俊
（
南
嶺
）（
元
禄
一
一
〈
一
六
九
八
〉
―

寛
延
三
〈
一
七
五
〇
〉）
は
義
知
の
門
人
。
神
道
家
で
、
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
も

名
高
い
。
義
俊
の
奥
書
は
、
筑
波
大
学
蔵
Ａ
本
・
広
島
大
学
蔵
Ｃ
本
な
ど
に
見

え
、
大
阪
天
満
宮
蔵
Ｄ
本
に
も
そ
れ
ら
と
は
別
内
容
の
奥
書
が
見
え
る
。
中
村

幸
彦
氏
は
、
義
俊
を
本
書
の
偽
作
者
と
考
え
ら
れ
た

(

６)

が
、
も
と
よ
り
確
証
は
な

い
。
義
知
は
仕
官
を
求
め
て
金
沢
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
で
加
賀
と
は

ゆ
か
り
が
あ
り
、
川
嶋
氏
な
る
者
か
ら
元
本
を
入
手
し
た
と
す
る
義
知
奥
書
の

記
述
も
そ
れ
な
り
に
信
用
で
き
そ
う
な
気
も
す
る
。
義
知
は
そ
の
本
を
書
写
し

て
傍
書
や
振
り
漢
字
な
ど
を
施
し
た
だ
け
と
い
う
の
が
正
し
い
か
も
知
れ
な

い
。
実
際
、
義
知
の
奥
書
を
持
た
な
い
伝
本
に
は
傍
書
や
注
記
が
全
く
な
い
も

の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
あ
る
。
義
知
に
よ
る
付
注
本
と
は
別
系
統
の
本
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
義
知
が
作
者
で
あ
る
と
い
う
説
は
採
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、

義
知
筆
と
さ
れ
る
内
閣
文
庫
Ｂ
本
に
は
本
文
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
異
文
注
記
が

多
数
存
す
る
こ
と
も
重
視
さ
れ
よ
う
。

多
田
義
俊
の
奥
書
を
持
つ
筑
波
大
Ａ
本
と
広
島
大
Ｃ
本
に
は
、
と
も
に
義
知

の
奥
書
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
義
俊
の
奥
書
に
は
義
知
の
名
が
出
て
こ
な
い
。

こ
の
『
須
磨
記
』
は
道
真
の
太
宰
府
行
の
さ
ま
を
描
い
た
書
で
あ
り
な
が
ら
菅

原
氏
の
六
家
で
は
兵
火
に
よ
っ
て
み
な
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
自
分
は
加

賀
金
沢
に
お
い
て
一
本
を
得
、
そ
れ
を
書
写
し
て
菅
家
六
家
に
各
一
部
贈
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
と
は
別
に
筑
前
の
一
商
人
か
ら
も
一
本
を
手
に
入
れ
て
加
賀
の

本
と
比
校
し
て
み
た
が
、
大
同
小
異
で
あ
っ
た
。
筑
前
の
本
は
今
清
家
文
庫
に

あ
る
と
い
う
。
義
知
が
金
沢
の
川
嶋
某
か
ら
入
手
し
て
写
し
た
と
い
う
本
と
同

一
本
か
と
思
わ
れ
る
本
が
、
義
俊
の
奥
書
で
は
、
自
分
が
加
賀
で
見
出
し
た
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
つ
じ
つ
ま
を
ど
う
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。
義
俊
の
奥
書
に
は
年
次
記
載
が
な
く
い
つ
の
こ
と
か
不
明
だ
が
、

享
保
十
五
、
六
年
頃
、『
旧
事
記
偽
書
明
証
考
』
を
著
し
た
た
め
に
義
俊
は
師

の
義
知
か
ら
義
絶
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
奥
書
に
は
義
俊
の
師
に

対
す
る
複
雑
な
思
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
だ
か

ら
と
言
っ
て
義
俊
が
『
菅
家
須
磨
記
』
の
偽
作
者
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

義
知
の
門
下
の
一
人
、
速
水
常
房
（
元
禄
一
三
〈
一
七
〇
〇
〉
―
明
和
六
〈
一
七

六
九
〉）
の
識
語
を
持
つ
の
が
名
古
屋
大
学
蔵
皇
学
館
文
庫
本
で
あ
る
。
享
保
十

八
年
（
一
七
三
三
）
の
年
記
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
は
先
年
書
写
し

た
も
の
だ
が
、
庄
田
右
衛
門
尉
な
る
人
物
に
貸
し
て
あ
っ
た
の
が
返
っ
て
き
た

と
あ
る
。
こ
の
本
に
も
義
知
の
奥
書
が
あ
る
か
ら
、
常
房
は
師
の
本
を
借
り
て

写
し
た
の
だ
ろ
う
。
義
知
と
義
俊
・
常
房
ラ
イ
ン
に
限
っ
て
も
、
本
書
の
伝
来
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十
四

に
関
し
て
は
な
お
謎
が
多
く
、
探
究
の
余
地
が
大
い
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ

れ
を
含
め
て
本
書
の
伝
来
に
関
す
る
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

付
　
架
蔵
本
の
翻
刻

こ
こ
で
、
本
論
に
言
及
し
て
い
な
い
架
蔵
の
一
本
を
紹
介
し
、
全
文
を
翻
刻

し
て
お
く
。
決
し
て
重
要
な
古
写
本
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
壺
井
義
知
の

奥
書
の
他
、
蓬
左
文
庫
Ａ
本
や
桃
園
文
庫
Ｃ
本
に
見
え
る
の
と
同
じ
享
保
十
六

年
十
一
月
の
奥
書
を
本
奥
書
と
し
て
持
つ
な
ど
や
や
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ

り
、
ま
た
、
本
書
は
振
り
漢
字
・
行
間
注
・
欄
外
注
ま
で
含
め
て
翻
刻
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
の
で
、
そ
の
意
義
な
し
と
し
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

簡
単
に
書
誌
を
記
す
。
写
本
・
一
冊
。
楮
紙
・
袋
綴
。
寸
法
、
縦
二
三
・
九

㎝
×
横
一
七
・
〇
㎝
。
栗
皮
色
渋
引
き
刷
毛
目
文
の
紙
表
紙
中
央
に
無
地
の
題

簽
を
貼
り
、「
菅
公
須
磨
の
記
」
と
外
題
を
墨
書
。
扉
や
や
左
寄
り
に
「
菅
公

須
磨
之
記
」
と
扉
題
を
記
す
。
前
後
見
返
と
そ
の
裏
に
反
故
と
見
ら
れ
る
墨
書

多
数
。
本
文
墨
付
十
一
丁
（
奥
書
と
も
）。
一
面
十
行
書
。
朱
に
よ
る
句
点
・
振

り
漢
字
・
傍
注
が
多
く
施
さ
れ
、
上
部
欄
外
に
書
き
入
れ
注
が
四
箇
所
あ
る
。

巻
首
に
「
雀
栖
亭
／
貯
典
籍
」
の
方
形
朱
印
、
巻
尾
に
「
雀
栖
亭
秘
蔵
之
書
」

と
朱
書
。
本
文
の
後
に
、
ま
ず
壺
井
義
知
の
本
奥
書
を
記
し
、「
此
書
者
菅
神

御
記
也
讀
者
盥
漱
而
可
拝
見
也
」
と
い
う
他
本
に
も
よ
く
見
え
る
奥
書
が
あ
り
、

「
享
保
十
六
辛
亥
年
十
一
月
寫
之
」
と
年
時
を
記
す
。
さ
ら
に
天
保
六
年
と
思

し
き
年
（「
あ
め
や
す
き
」
を
天
保
の
訓
と
見
る
が
、
同
六
年
は
乙
未

き
の
と
ひ
つ
じ
の
年
）
五
月
の

雀
栖
亭
藤
原
正
峻
書
写
奥
書
が
存
す
る
。
正
峻
は
目
下
伝
未
詳
で
あ
る
。

以
下
、
底
本
の
行
配
り
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
し
、
傍
記
の
類
も
再
現
し
た
が
、

欄
外
注
は
該
当
箇
所
に
Ａ
〜
Ｄ
の
記
号
を
付
し
、
末
尾
に
一
括
し
て
記
し
た
。

菅
公
須
磨
の
記
」（
外
題
）

菅
公
須
磨
之
記
」（
扉
題
）

昌
泰
ふ
た
は
し
ら
に
あ
た
れ
る
つ
ち
己

の
と
の
ひ
つ
し
未

の
年

二
月
中
こ
ろ
、
ゆ
く不
意
り
な
き
み
こ
と
の
り

詔

を
か
し
こ
ま
り
て
、
お
ほ
大

い
も納

の
申言

と
い
へ
る
さ
へ
、
身
に
は
お
ほ
け
な
く

覆

氣

無

そ
お
も
ふ

卑
下
詞
也

へ

き
を
、
う
ち
内

の
お
と大
臣
ゝ
を
な
ん
を
ち
越

に
ん
任

遙
に
思
ひ
な
し
て
、

右
の
お
と大
臣
ゝ
と
い
へ
る
い
ひ
し
ら
ぬ
、
高
根
の
雲
に
ま
う
昇
れ
と
の

宣
命
の
、
い
み
し
う
も
あ
さ
ま
し
き
ま
て
の
、
わ
い
へ

我
家
ノ
コ
ト

ん
に

あ
ま
く
た
れ
る
事
よ
、
み
き
右

ん
の
ち
か
近

き
み
ま
も
衛

り
の
つ

か府

さ
の
か
み
大

将

ま
て
も
と
の
こ
と
く
に
う
け
は
り
て
、
こ
と
の
と
り
か

さ
ね
給
へ
る
事
の
か
し畏

こ
ま
り
を
な
ん
、
す
へ
て
家
を
起
し
名

の
後
の
世
の
す
さ
号

み
に
も
と
立
の
ほ
せ
ん
事
は
、
人
の
親
に
」（
１
オ
）

つ
か
ふ
ま
つ
れ
る
は
ねl

ち
け
た
る
と
い
へ
と
、
た
れ
し
か
そ
の
本
意

を
い
と
は
ん
や
、
臣
か
身
の
を
き
と
こ
ろ
な
き
幸
の
い
み
し
き
、

い
と
き
な
き
君
を
う
し背

ろ
に
お負

ひ
け
ん
、
む
か
し
め
き
た
る
ひ
し

り
と
い
へ
と
、
そ
の
と
み
富

う
ら
や
む
へ
く
も
あ
ら
す
、
し數

は

く
の
た
か
ら
、

大
い
な
る
ふ
ね
に
う
つ
堆

た
か
う
し
て
、
は
る
か
な
る
海
に
う
か
ふ
と
聞
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十
五

え
し
も
い
か
に
そ
や
、
こ
の
き
は
に
思
ひ
か
け
ん
に
は
に
け
な
か

る
へ
し
、
文
章
得
業
の
両
生
な
と
家
の
め
い
ほ
く
と
、
か
け
掛

ま
く
も
か
し賢

こ
く
も
、
そ
の
つ
か
さ
き
は
め
し
事
を
、
お
も
へ
は

く
今
の
さ
ち幸

に
は
を
の
つ
か
ら
家
人
め
く
も
の
を
さ
へ
、
か
う
や
う
の
つ
か
さ
に

は
か
た
を
な
ら
へ
ひ
さ
を
入
へ
き
に
な
ん
、
こ
れ
ひ
た
す
ら
」（
１
ウ
）

身
の
い
さ
を
し
の
か
ゝ
る
き
さ
み

く
に
、
せ
め
て
道

く
も
の
せ
さ
ら
ん

に
や
は
、
お
ほ
御

ん
い
ち
一

し
ん
人

の
御
め
く恵

み
四
す
み
の
浪
を
ひ
た
し
、
大
空

の
翅
千
い
ろ
の
底
の
い
ろ
鱗

く
つ
と
い
へ
と
も
、
を
の
か
こ
ゝ
ろ
を
得
、

と
こ
ろ
を
き
は
む
る
事
の
御
い
た
り
、
ふ
か
く
お
は
す
る
御
代
に

あ
ひ
奉
る
事
の
い
み
し
き
に
よ
て
な
る
へ
し
、
さ
る
に
つ
ゐ
て
よ
、

夜
中
曉
の
い
ろ
わ
け
な
く
、
ま参

う
の
ほ昇

る
事
の
し
け
く
し
て

な
ん
、
つ
か
う
ま
つ
る
道
は
か
し
こ
ま
り
い
ひ
し
ら
す
は
か
り
な
し
と

い
へ
と
も
、
う
つ
は
の
ふ
よ
う
な
る
事
の
あ
さ
ま
し
さ
、
夢
う
つ

ゝ
の
た
か
ひ
め
も
い
へ
は
さ
ら
な
り
や
、
東
の
雲
は
曙
な
ん
と
も
せ
さ
る

に
も
、
衣
裳
を
さ
へ
さ
か
し
ま
た
て
ゝ
ま
う
の
ほ
る
事
、
か
ら
国
の

〔
欄
外
注
Ａ
〕

」（
２
オ
）

博
士
の
作
り
し
う
た
の
心
は
へ
、い
く
あ
か
つ
き
か
は
思
ひ
わ
す
る
ゝ
事
あ
ら
ん
や

(

と)

と

(

や)

す
る
、
さ
れ
と
も
九
五
象
は

〔
欄
外
注
Ｂ
〕

た
れ
し
か
、
上
中
下
の
た
か
ひ
め
あ
ら
ん
、

臣
か
身
此
象
に
立
の
ほ
り
て
、
あ
や
う
き

〔
欄
外
注
Ｃ
〕

事
の
ま
か
き
の
う
ち
よ

り
い
つ
る
事
、
人
の
思
ひ
さ
か
し
ら
ふ
こ
と
は
更
に
も
い
は
す
、
君
の

御
か
へ
り
み
の
ほ
と
は
、
す
へ
て
身
の
つ
た
な
く
し
そ
く
へ
き
際
は
し

ら
す
し
も
侍
ら
ね
と
も
、
聖
の
御
代
に
身
を
は
ふ
ら
さ
ん
も
、
か
し

こ
ま
り
も
う
け
は
り
か
た
く
て
な
ん
、
お
も
ひ
の
と
め
侍
る
に
こ
と
し

か
ん
な

神

無

月
の
始
つ
か
た
第
七
の
御
方
臣

齋
世
親
王

か
家
に
、
紅
葉
の
え
ん

に
こ
と
よ
さ
せ
お
は
し
て
な
ん
立
入
た
ま
ふ
に
、
思
ひ
か
け
ぬ
さ
い

は
い
と
ら
ん
と
す
る
き
は
ゝ
、
は
る
か
に
は
お
も
ひ
も
よ
ら
す
侍
れ
」（
２
ウ
）

と
も
、
立
の
ほ
り
ぬ
る
つ
か
さ
き
は
め
ぬ
る
幸
を
、
此
事
と
う
れ
し
み

思
ひ
も
の
し
て
、
け
い
か
い

契

芥

家
の
う
つ
は
も
の
と
い
へ
と
う
つ
は
り
の

塵
に
ま
し
へ
て
、
と
は
か
り
弄
し
侍
り
け
り
、
左
の
時
平
公

お
と
ゝ
の
常

に
き
し
き
た
ち
て
、
物

く
に
つ
け
て
目
を
と
め
眉
を
そ
は
た
つ

る
事
の
、
お
ほ
や
け
な
ら
ぬ
に
は
あ
ら
め
や
は
、
餘
所
な
か
ら
い
ひ
し
ら

す
身
の
つ
み
に

(

ナ
シ)

よ
こ
さ
ま
こ
と
に
、
う
へ
に
も
き
こ
し
め
い
た
り
や
、
さ
り
や

う
け
は
ら
せ
給
ふ
に
は
あ
ら
さ
ら
ん
を
、
人
の
さ
か
に
く
き
世
の
な
ら
は
し

に
と
り
弄
す
る
た
ら
め
、
た
つ
さ
か
し
ら
人
も
上
中
下
と
つ
と
ひ

ぬ
る
に
な
ん
、
七
の
つ
み
数
へ
あ
け
さ
せ
た
ま
へ
、
弾
正
の
尹
の
み
や

よ
り
明
法
博
士
し
て
、
こ
ら
懲

さ
る
ゝ
事
の
か
し
こ
ま
り
、
む
ね
と
る
へ
き
」(

３
オ)

人
臣
の
家
に
に
け
な
く
そ
あ
る
へ
き
や
、
か
う
か
は
れ
る
世
の
あ
ら
ま
し
は

(

ナ
シ)

い
か
な
ら
ん
世
の
た
め
し
に
も
成
く
た
さ
ん
を
、
つ
ら

く
お
も
ふ
も
い
は
け

な
き
よ
を
、
思
ひ
は
る
け
ん
そ
か
な
し
か
る
へ
き
わ
さ
な
る
へ
し

さ
れ
と
心
に
思
ふ
ふ
し

く
、
あ
ま
の
か
く
山
の
ま
す白
銅
み
の
か
ゝ鏡

み
に

か
け
も
の
し
て
、
そ
の
あ
か贖

な
ひ
申
き
こ
え
た
て
ま
つ
れ
る
、
う
へ

に
も
お
ほ
し
ゆ
り
に
け
る
に
や
、
そ
の
後
は
あ
り
し
や
う
に
こ
そ

物
し
給
は
さ
り
け
れ
と
も
、
つ
ゐ
て

く
の
御
か
へ
り
見
は
さ
り

け
な
き
め
い
ほ
く
な
り
け
り
、
九
五
の
幸
は
あ
ら
ま
し
に
思
ひ
ま
う
け

た
め
れ
と
も
、
神
な
ら
ぬ
身
の
つ
ら
さ
よ
と
、
み
の
事
の
や
う
に
む
ね
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十
六

い
た
う
く
る
し
か
り
け
り
、
高
辻
の
た
ち
を
か
り
の
う
つ
ろ
ひ
」（
３
ウ
）

處
に
思
ひ
も
の
し
て
、
此
こ
ろ
の
事
に
心
は
な
れ
し
、
つ
か
さ
し
そ
く

や
う
に
な
ん
し
て
う
つ
ろ
い
は
へ
り
し
、
身
に
し
た
か
ふ
を
な
ん

（
も

の
）

は
、
く
ら
の
文
は
こ
二
し
な
の
つ
く
ゑ
も
の
、
す
ゝ
り
や
う
の
外

更
に
侍
ら
さ
り
け
り
、
常
に
楊
梅
の
宰
相
の
ぬ
し
を
な
ん
か
た

ら
ふ
、
あ
そ
ひ
か
た
き
に
か
よ
は
し

(

も
と
ゆ
き
か
よ
は
し)

め
た
り
、
年
こ
ろ
の
か
ら
哥

や
ま
あ
と
う
た
の
な
か
き
み
ち
か
き
迄
を
か
た
み
に
い
ひ
ゑ
ら
ひ

て
ま
く
ら
こ
と
に
手
つ
か
ら
弄
し
た
り
け
る
を
、
む
か
し
い
つ
の

月
日
に
や
あ
る
へ
し
、
つ
ゝ
り
た
る
か
ら
う
た
の
、
今
や
う
の
身
に
思
ひ

あ
た
れ
る
も
あ
り
て
、
い
と
し
も
せ
ち
な
る
事
は
、
か
ゝ
る
身
の
ゆ
く

す
ゑ
を
し
ら
さ
り
け
り
と
、
思
ひ
さ
う
す
る
も
あ
さ
ま
し
き
」（
４
オ
）

ま
て
の
心
を
と
り
な
ら
ん
や
は

(

と)

、
か
り
や
ひ
め
と
す
る
は

(
も
の
す
る)

、
家
の
む
ま
こ
の

い
と
け
な
き
な
れ
と
、
か
し
こ
く
も
文
字
か
そ
へ
わ
た
り
、
か
ら
哥
を
す

く
れ
て
く
ち
に
も
す
ん
し
、
手
し
て
も
か
き
し
る
い
た
れ
は
、
我
む
ま

子
な
か
ら
も
此
よ
の
人
と
も
お
ほ
へ
す
な
ん
在
け
り
、
う
へ
の
御
心

つ
か
ひ
の
わ
き
か
へ
ら
せ
給
ふ
事
は
い
と
も
か
し
こ
け
れ
は
も
の
し

つ
く
さ
す
清
つ
ら
の
ぬ
し
か
、
さ
く
策

に
と
く木
賊
さ
み
か
ゝ
ん
は
、
お
も
て

は
さ
る
に
に
て
、
君
の
御
お
も
と
人
の
よ
か
ら
さ
ら
ん
を
、
外
の
つ
か
ひ

わ
さ
給
ふ
は
り
す
く
れ
て
す
ゝ
ま
ん
を
、
お
ほ
や
け
せ
ん
し
た
て

ま
つ
ら
せ
ん
や
は
、
い
は
け
な
き
い

(

は)

か
ん
な
と
い
ふ
物
を
、
女
も
し
に

つ
ら
ね
て
さ
へ
、み
つ
か
ら
も
と
ゝ
こ
ほ
る
へ
き
を
、鳥
の
あ
と
の
む
」（
４
ウ
）

し
ゑ
り
た
る
に
の
り
た
ら
ん
を
、
は
し
り
か
き
と
は
せ
て
う
せ
ん
事
の
、

た
く
ひ
あ
る
へ
か
ら
ん
に
つ
け
て
、
を
ま
な
き
心
の
な
み
た
は
、
や
み
の

う
つ
ゝ
な
り
け
ん
」、
白
大
夫
と
い
へ
る
男
伊
勢
よ
り
年

く
と
ひ
来
り
、

我
家
の
か
た
は
へ
な
る
宿
を
か
り
の
や
と
り
と
こ
ろ
と
な
ん
せ
し
に

此
こ
ろ
又
、
例
の
ち
き
り
た
か
へ
す
し
て
來
れ
る
も
、
わ
か
う
つ
ろ
ひ
所

を
、
と
み
頓

の
事
の
や
う
あ
や
ふ
め
て
、
お
な
し
す
み
家
を
し
め
な

ん
と
て
し
た
し
み
よ
れ
り
、
さ
れ
と
う
つ
ろ
ひ
と
こ
ろ
に
は

お
も
ひ
は
ゝ
か
る
事
も
あ
り
て
、
醒
井
の
常
楽
院
の
僧
房
に
う

つ
ろ
は
せ
た
り
、
こ
と
し
も
月
ゆ
き
ほ
し
う
つ
ろ
ひ
て
、
春
の
草

緑
を
つ
け
庭
鳥
暖
を
報
し
て
、
良白歟
太
賓
か
閑
流
帯
石
池
」（
５
オ
）

と
も
の
せ
し
も
、
ま
の
あ
た
り
に
す
し
て
、
つ
た
な
き
は
ら
わ
た
を
あ
た
ゝ
め

す
と
い
ふ
に
、
こ
の
こ
ろ
む
ま
こ
の
姫
な
る
爰
に
來
り
て
、
や
は
し

ら
の
う
ち
な
く
さ
め
ぬ
る
、
こ
の
句
を
た
ゝ
う
紙
に
書
て
と
物
し

せ
め
け
は
、
し
る
し
に
と
み
に
あ
た
へ
ぬ
、
漸
花
梢
に
ま
れ
に
し
て

雪
よ
り
も
匂
ひ
は
な
つ
か
し
く
て
、
庭
に
つ
も
れ
る
に
ま
た
來

む
春
の
名
残
、
老
の
ま
な
し
り
露
を
う
か
へ
ぬ
る
に
、
例
の
む
ま

こ
な
る
ふ
と
こ
ろ
を
た
ゝ
う
紙
に
調
せ
し
を
、
と
う
て
ゝ
わ
ら
は
し
き

ま
な
こ
に
も
、
お
な
し
す
ち
に
う
か
へ
て
な
ん
か
は
か
す
、
あ
め
か
し

た
ま
つ
り
こ
つ
へ
き
身
の
、
い
か
て
か
う
よ
も
き
ふ
の
す
み
か
に
、
虫

く
か

は
つ
と
床
を
あ
ら
そ
ふ
事
の
ほ
い
、

(

ほ
い
な
き
や)

こ
と
や
う
な
る
事
は
世
の
」（
５
ウ
）

中
な
に
か

(

ナ
シ)

し
か
か
は
り
あ
ら
さ
ら
ん
や
、
夏
は
い
と
し

(

ゞ)

せ
は
き
住
ゐ
の

い
ふ
せ
き
に
、
た
ゝ
宰
予
か
ね

〔
欄
外
注
Ｄ
〕

心
の
す
さ
み
に
の
み
、
三
伏
を
し
の

く
は
か
り
な
り
け
り
、
か
く
し
て
秋
風
ふ
き
わ
た
り
て
、
井
梧
萬
天
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十
七

秋
と
吟
し
て
、
御
簾
の
た
ゝ
れ
に
、
萩荻
カ
の
葉
の
う
ち
あ
て
た
る
も
、

や
う
か
は
り
た
る
う
つ
ろ
ひ
と
こ
ろ
、
爰
に
は
さ
ち
あ
る
や
う
に
お
ほ

え
ぬ
、
鳫
の
な
き
わ
た
り
た
る
霧
間
の
夕
へ
、
き
ぬ
た
の
と
を
く

う
ち
か
よ
ひ
た
る
五
条
あ
た
り
の
家
さ
と
も
、
夜
寒
の
ほ
と
思

ひ
や
り
か
な
し
き
事
、
か
う
や
う
す
く
せ
に
は
い
と
し
も
ふ
か
う
お

も
ひ
た
と
り
け
り
、
九
月
の
末
つ
か
た
よ
り
、
改
官
の
解
状
く
た
り
ぬ

る
と
、い
つ
く
し
も
な
き
人
の
さ
え
つ
り
あ
り
て
な
ん
、こ
れ
ら
は
身
の
」(

６
オ)

を
こ
た
り
天
焉道
カ
の
し
か
あ
ら
し
む
る
事
も

(

と)

、
か
し
こ
く
も
思
ひ
と
り
ゐ

た
る
に
、
霜
月
の
中
の
も
ち
の
日
解
状
ま
こ
と
に
く
た
り
、
左
大
弁
な

に
か
し
、
弾
正
尹
の
し
り
へ
に
候
し
て
侍
る
と
い
ひ
つ
た
へ
來
り
ぬ
れ
は
、

や
か
て
本
家
に
立
か
へ
り
て
、
そ
の
か
し
こ
ま
り
を
う
け
給
る
に
、

大
宰
権
の
帥
に
う
つ
ろ
ふ
へ
き
と
の
み
こ
と
の
り
、
ま
さ
し
く
も

お
ほ
し
く
も
侍
れ
は
、
笏
さ
ゝ
へ
し
て
、
い
と
ゝ
う
や

く
し
う
し
ぬ
、
こ
と
し

は
し
ほ
せ
の
あ
ら
し
浪
の
立
ゐ
も
む
く
つ
け
か
ら
ん
を
、
つ
と
め

て
の
は
る
に
、
か
の
府
に
ま
か
る
へ
き
と
の
、
弾
尹

(

正

)

の
心
つ
か
ひ
あ

れ
は
、
そ
れ
に
を
こ
た
り

(

る)

も
つ
た
な
き
や
う
な
れ
と
も
、
こ
と
し
は

そ
の
ま
ゝ
も
と
の
う
つ
ろ
ひ
所
に
立
帰
り
て
、
春
を
ま
つ
間
」（
６
ウ
）

の
心
は
へ
、
ま
す
ら
お
の
本
意
き
え
た
る
や
う
に
、
棟
梁
の
う
つ
は
か
く

へ
き
身
な
ら
ぬ
事
、
心
肝
に
も
は
ち
か
ま
し
く
そ
日
数
送
る
事
よ
、

年
す
て
に
臘
を
せ
め
き
て
、
を
き
そ
へ
た
る
い
た
ゝ
き
の
霜

も
こ
ゝ
に
は
と
け
や
ら
す
な
ん
、
さ
す
ら
ふ
る
日
も
む
月
の
廿
日
と

解
状
さ
た
ま
り
ぬ
、
そ
こ
ら
家
門
の
む
ね

く
し
か
ら
ぬ
な
に
く
れ

と
つ
と
ふ
る
も
か
し
か
ま
し
く
や
は
あ
る
、
帥
の
正
記
な
と
官
府

(

符)

に
そ
へ
て
、
弾

(

弾
正)

の
忠
も
て
来
ぬ
、
日
こ
ろ
た
う
と
み
け
る
観
世
音

の
、
西
朱
雀
な
る
正
像
寺
の
か
た
わ
ら
に
お
は
す
る
に
、
ふ
さ
か
つ

の
ぬ
し
し
て
申
奉
れ
る
、

6
九
重
の
春
を
へ
た
て
ゝ
さ
し
も
く
さ
も
ゆ
る
か
ひ
な
く
世
を
や
つ
く
さ
ん
」(

７
オ
）

と
か
へ
り
こ
ち
て
な
ん
、
か
し
こ
ま
り
の
あ
さ
ま
し
き
事
、
お
ほ
な

く
傳
へ

ぬ
、
第
七
の
御
子
も
同
し
外
さ
く
爵

の
罪
に
ふ
し
給
ふ
て
、
靱ユ
キ
か
け
た

て
ま
つ
る
と
聞
へ
し
に
、
貧
家
の
娘
つ
か
う
ま
つ
り
し
事
の
、
に
な
き
御
不

幸
を
か
な
し
み
思
ふ
に
、
む
ね
そ
こ
ら
い
た
ま
し
く
、
良
陽
か
安
座

の
椅
子
も
ゆ
か
し
う
お
も
ふ
よ
り
ぬ
、
か
らラ

う
し
て
む
ま
こ
の
ひ
め
む
か
へ

ん
と
、
家
門
こ
そ
り
て
い
へ
は
、
泪
し
と
ゝ
に
も
の
し
、
袖
も
袂
も
わ
い
か

た
け
ら
し
、
さ
は
い
へ
と
は
た
し
て
け
ふ
を
離
別
の
日
と
な
し
な
ん
と
か

（
２
行
分
空
白
）

こ
と
し
い
か
に
そ
や
か
み
し
も
く
ゆ
る
象
を
も
の
す
へ
き
な
ら
ね
と
」（
７
ウ
）

も
此
い
て
立
事
の
ほ
い
や
う
か
は
れ
る
旅
に
も
よ
ほ
さ
る
ゝ
も
、
う
つ
は

も
の
ゝ
m拙
カ
き
事
お
ほ
ひ

(

え)

て
、
空
に
な
ん
う
た
へ
事
し
は

く
す
と
孫

(

か
の)

元
卿
か
い
ひ
た
め
る
を
な
ん
、
雁
旅
の
す
さ
み
と
し
て
既
む
つ
き

廿
日
の
、
寅
四
つ
は
か
り
に
な
ん
か
と
て
せ
よ
と
て
か
と
の

看

督

長

を

さ
の
つ
た
な
き
ら
せ
め
き
て
出
た
つ
事
よ
、
か
り
や
ひ
め
白
大
夫

の
ぬ
し
を
、
須
厂
と
い
ふ
所
ま
て
と
つ
れ
な
ひ
て
な
ん
、
あ
と
に
は
そ
こ

く
の
も
の
に
つ
と
ふ
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十
八

6
君
か
住
宿
の
木
す
ゑ
を
ゆ
く

く
と
か
く
る
ゝ
ま
て
に
か
へ
り
み
し
は
や

そ
れ
よ
り
淀
河
尻
な
と
い
ふ
、
河

(

い
ふ
所
よ
り)

瀬
道
に
も
た
と
り
ぬ
れ
と
も
、
お

も
は
ぬ
道
に
思
ひ
た
つ
事
を
な
ん
、
う
ろ
く
す
の
あ
み
の
め
も
れ
」

(

ぬ)

（
８
オ
）

心
は
へ
な
と
く
ち
に
と
な
へ
ぬ
、
さ
た
の
庄

河
州
佐
太
庄

と
い
ふ
所
に
て
、
ひ
る
の
か
れ
い

ゐ
し
て
な
ん
、
や
う
や
く
み
や
こ
の
山
も
み
え
す
な
り
ぬ
る
事
と

な
け
く
こ
ゑ

(

と)

し
は

く
な
り

6
立
帰
り
い
つ
し
み
や
こ
の
春
霞
よ
し
此
た
ひ
は
へ
た
て
あ
る
と
も

な
み
は
や
の
く
に
、
な
み
は
や
の
う
ら
を
な
ん
、
今
な
に
は
の
み
つ
な

と
、
こ
と
わ
さ
め
き
て
を
し
ゆ
る
に
、
そ
こ
ら
つ
と
へ
る
舟
数
い
ひ
し
ら

す
あ
ま
た
ゝ
ひ
な
る
に
、
我
乗
う
つ
ら
ん
舟
に
は
、
せ
そ
う
け
う
ま
ん

軫

障

凶

慢

な
と
は
し
ら
せ
て
、
も
の
ゝ
ふ
こ
た此
度
ひ
は
は
る
か
に
な
り
て
、
五
手
十

手
に
お
し
わ
け
た
り
、
武
庫
の
浦
に
て
、
雨
雪
に
ま
し
り
て
降
よ

こ
た
へ
ぬ
る
に
、四
方
の
山
か
し
こ
の
礒
ら
も
心
あ
て
や
み
を
た
と
り
ぬ
」(

８
ウ)

か
り
や
姫
こ
ゝ
ち
例
な
ら
ぬ
よ
し
を
も
の
す
る
に
、
典
薬
の
史
生
和
氣

重
氏
か
も
の
せ
し
舟
も
、
跡
に
つ
と
ひ
ぬ
る
を
ま
ね
き
て
な
ん
、
薬
の

事
ま
か
な
ゐ
て
、
そ
の
や
ま
ひ
つ
と
め
て
は
お
こ
た
り
ぬ
れ
は
、
わ
た
つ
み

の
心
は
へ
と
り
ぬ
る
か
ら
哥
を
な
ん
、
ひ
と

(

一
つ)

ふ
た
つ
朗
詠
し
て
ゆ
く
、
あ
は

ち
嶋
も
は
る
か
に
見
わ
た
さ
る
ゝ
に
、
は
や
は
し
ら
せ
し
舟
も
、
須
厂
の

関
ち
か
う
ち
か
つ
け
て
な
ん
、
浪
山
を
お
こ
し
、
く
し
ら
な
と
い
ふ
う
ろ

く
つ
の
お
さ
も
、
こ
ゝ
に
あ
ら
は
れ
ぬ
へ
く
、
お
と
ろ

く
し
う
か
み
雷

な
り
て

ま
つ
此
浦
に
と
か
ら
う
し
て
つ
く
に
、
い
か
り
と
い
ふ
も
の
を
さ
へ
い
つ
ち

と
ら
れ
て
あ
や
う
き
事
た
と
し
へ
な
く

(

し)

、
爰
に
つ
き
ぬ
る
日
は
は
や

夕
日
西
に
か
ゝ
や
く
と
し
て

(

ナ
シ)

も
は
侍
ら
ね
と
も
な
み
の
ひ
か
り
も
は
れ
」（
９
オ
）

ゆ
へ

(

く)

や
う
な
れ
は
、
な
に
く
れ
と
せ
し
ま
ゝ
に
、
暮
ち
か
う
な
り
、
そ
こ
ら
上
野

の
岡
と
い
ふ
と
こ
ろ
、
な
に
か
し
の
寺
あ
る
よ
し
に
て
、
か
ね
さ
へ
か
へ
り
て

耳
頭
う

本
ノ
マ
ヽ

れ
ひ
を
も
よ
ほ
せ
り
、
つ
と
め
て
そ
こ
贖

の
せ
う
詔

か
け

(

か
け
た
る)

橘
季

祐
と
い
ふ
お
の
こ
、
こ
ゝ
ろ
さ
し
か
ら
哥
に
あ
り
て
、
や
つ
か
れ
か
か
ゝ
る

よ
こ
さ
ま
な
る
旅
も
、
か
へ
て
は
さ
ち
あ
る
事
な
と
作
り
め
く
に

(

め
く
む
に)

波
　
頭
　
雁
　
路
　
霞
　
本
ノ
マ
ヽ

萬
　
頃
　
涙
　
潺
　
湲

争
　
識
　
播
　
土
　
澤
　
　
　
　
今
　
宵
　
辞
　
雲
　
仙

く
ち
つ
か
ら
す
し
誦

て
あ
た
へ
ぬ
、
空
の
け
し
き
も
は
れ
ぬ
れ
は
、

す
て
に
あ
ら
う
み
の
よ
そ
ひ
き
は
ま
れ
は
、
か
り
や
姫
を
な
ん
、

め
の
と
な
る
右
衛
門
の
さ
く
は
ん
に
も
の
し
て
、み
や
こ
ま
て
か
ち
よ
」(

９
ウ)

り
お
く
り
返
し
ぬ
、
さ
た
め
な
き
身
ふ
た
ゝ
ひ
の
た
い
め
ん
は
か
り

か
た
さ
、
か
き
付
ぬ
へ
き
に
筆
み
し
か
け
れ
は
も
ら
し
ぬ

此
一
書
加
州
金
澤
川
嶋
氏
よ
り
到
來

し
て
う
つ
し
と
り
ぬ
尤
殊
勝
の
御

記
也

朱
字
傍
注
之

義
　
知
　
判

」（
10
オ
）

此
書
者
　
　
　
菅
神
御
記
也
讀
者

盥
漱
而
可
拜
見
也
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十
九

享
保
十
六
辛
亥
年
十
一
月
冩
之

」（
10
ウ
）

あ
め
や
す
き
む
つ
ば
し
ら
に
あ
た
れ
る

ひ
の
と
の
ひ
つ
し
の
年
　
仲
の
な
つ

す
ゑ
の
五
の
日

土
岐
氏
ヨ
リ
借
之
（
朱
）

於
雀
栖
齋
　
藤
原
正
峻
謹
書

」（
11
オ
）

雀
　
栖
　
亭
　
秘
蔵
之
書
（
朱
）

」（
11
ウ
）

【
欄
外
書
き
入
れ
注
】

Ａ
　
隆
英
按
／
詩
齋
／
鳳

(

風)

曰
東
方
／
未
明
顛
／
倒
衣
裳
／
顛
之
例
之
／
自
公
召

之
（
２
オ
）

Ｂ
　
易
乾
九
五
爻
／
曰
飛
龍
／
在
天
利
／
見
大
人
（
２
ウ
）

Ｃ
　
論
語
季
氏
篇
／
曰
吾
恐
季
／
孫
之
憂
不
在
／
^
史
而
／
在
蕭
牆
／
之
内

（
２
ウ
）

Ｄ
　
論
語
公
冶
長
／
曰
宰
予
／
晝
寝
子
曰
／
巧

(

マ
マ)

木
不
／
可
彫
也
／
糞
土
之
牆
不

可
汚
也

※
架
蔵
本
本
文
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
中
心
に
、「
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
」
所

収
本
（
底
本
は
内
閣
文
庫
Ｂ
本
）
と
の
異
同
を
該
当
本
文
の
右
に
（

）
に
入
れ
て

傍
記
し
た
。
該
当
文
字
が
存
在
し
な
い
場
合
は
（
ナ
シ
）
と
し
た
。

〔
注
〕

（
１
）『
日
記
文
学
事
典
』（
平
成
12
年
　
勉
誠
出
版
）「
須
磨
記
」
の
項
（
津
本
信
博
氏
執

筆
）。

（
２
）
拙
稿
「
対
校
『
菅
家
須
磨
記
』（
広
島
大
学
蔵
本
・
そ
の
他
」『
広
島
大
学
博
物
館

研
究
報
告
』
第
二
号
（
平
成
８
年
３
月
）。

（
３
）
拙
稿
「
翻
刻
・
注
釈
本
『
菅
丞
相
須
磨
之
記
』（
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
・
南
部
家
旧

蔵
本
）」『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
56
巻
（
平
成
８
年
12
月
）。

（
４
）
津
本
信
博
編
著
『
近
世
紀
行
日
記
文
学
集
成
』
第
一
巻
（
平
成
５
年
　
早
稲
田
大

学
出
版
部
）「
解
題
」。

（
５
）
注
４
に
同
じ
。

（
６
）
中
村
幸
彦
「
偽
作
論
」『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
十
四
巻
（
昭
和
58
年
　
中
央
公

論
社
）。



Fundamental Study on Kankesuma-no-ki:
Manuscripts and Its Postscripts and Annotations

Yoshinobu SENO

Kankesuma-no-ki is a writing dealing with travels by an author in the guise of Sugawara

Michizane. The writing begins with a description of the author being appointed Minister of

the Right. In the travel diary, while on a journey to Suma, he speaks his mind: how he felt

when he was demoted to Dazai-no-gonnosochi and then left for Dazaifu. The author is said to

be Tsuboi Yoshichika, a scholar of the Edo period, but there is no certain evidence. In this

paper, in order to know how Kankesuma-no-ki has been really transmitted, I research as many

handwritten copies as possible and put the annotations in order, including those in the

postscripts and those between the lines or in the margin. Also I try to reprint one of the books

kept on my shelf.

『菅家須磨記』の基礎的研究・序説 ―諸伝本とその奥書について〈付・架蔵本翻刻〉―（妹尾） 34

二
十




